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最近出会った二つの「現象」について述べさせていただきたい．それらは広域科学専攻
とは直接関係がないかに思われる事柄であるが，実際には広域科学専攻を含めた日本の科
学研究体制と深いところで密接に関わっていると考えられるからである．
一つは，今年度の駒場における進学振り分けの結果に関係している．進学振り分けの結

果が学生全体の趨勢を反映しているとは限らないが，今年度の特徴は「基礎科学離れ」だ
という感想を持たれた方が多かった．理学部の基礎科学系の学科や駒場の理科系の学科へ
の進学希望者が未だかつてないほど減少したのである．進学振り分けの際，志望を決めさ
せる最大要因が何であるかを明確に措定できないが，結果としての現実を変えるには何が
要因であるかを推定しなければ，今後の対策も立てようがないであろう．
もう一つは，狭い領域ではあるが，宇宙物理学分野の助手を公募した際の経験である．
ここ数年宇宙物理の理論分野では人事の動きが少なく，それは助手人事公募の数も少ない
ことに現れていた．たまたま，本専攻の宇宙物理の分野の助手人事を開始できることにな
り，公募をした結果，応募者が 45名に達した．応募者の多数は優秀な方であった．優秀
であると判断できる根拠は，論文数が多くあること（内容的にも優れていることはいうま
でもない），欧米の優れた大学や研究所でポスドクをしている人びとの応募が多かったこ
とにある．全体の三分の一くらいは助教授公募に応募してもおかしくない業績を上げてい
るのである．
この二つのことから考えさせられたのは，「経済的に役に立つ」こととはほど遠い天文

学の理論という「基礎科学」の研究者になることが現状のように大変であることと，「基
礎科学離れ」はつながりがあるのではないか，ということである．才能があり優れた研究
成果を上げさえすれば，研究を続けていくことのできるパーマネントなポストが与えられ
るといった環境が誰の目にも明らかに存在するようであれば，優秀な学生を引き付けるこ
とができるだろう．しかし，そうした状況とほど遠い現状では日本の基礎科学の先行きは
予想以上に厳しいのではないだろうか．
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広域科学専攻の組織について
広域科学専攻には，駒場の数学以外の自然科学関係を中心にした教員が集まっています．
大所帯の専攻のため，専攻は 3つの系に分かれています．これらの 3系は，生命環境科学系，
広域システム科学系，相関基礎科学系です．さらに各系は大講座にわかれており，専攻全
体には 15の大講座がおかれています（下図を参照して下さい）．本専攻に所属する各教員
は，大学院での研究・教育ばかりでなく，教養学部前期（1, 2年生）・後期課程（3, 4年生）
の教育も担当しています．また，この他にも教育や研究上関連の深い教員がグループを作っ
て活動する等，柔軟な運営がなされています．
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駒場キャンパスに設置された自然科学系学問拠点である広域科学専攻は，本郷にある
既存の学問にない新しい学際性の高い分野を主軸として構成されており，3つの系（生
命環境科学，相関基礎科学，広域システム科学）が現時点では小さくゆるくまとまって
いるところ，と考えていただいて結構です．この新しい科学分野には，生命科学と心理
学の融合，人間を主体とする科学，物理・化学・生物の融合，生命科学とナノテクの融合，
宇宙・地球環境科学，などさまざまなものがあります．3つの系では，独自性を保ちな
がら互いに補い合って，日本のどこにもない新しい学問分野を作るべく切磋琢磨してい
ます．
私たち生命環境科学系は，基礎生命科学（動物学，植物学，生理学，生物物理学，分

子生物学，生化学），身体運動科学（人間の運動に関する生理学，生化学），認知行動科
学（心理学）を専攻する教員が集まって，新しい生命科学を創生しようとしているとこ
ろです．3つの系の中でも生命科学を専攻する教員が他の系に比べて圧倒的に多いのが
特徴で，駒場キャンパスの生命科学の核となるところです．その 2,3の特徴をご紹介し
ましょう．

1つは，生命を分子から個体までいろいろな方向から，また生物を環境の中の一員と
してとらえている教員が多く，視点が多種多様であるということです．例えば，分子モー
ターという特殊な複合体を研究している人が特に多いのですが，エネルギー発生のしく
みを研究する人，動きを可視化する人，活性部位に存在するアミノ酸の機能を研究する
人，などさまざまで，その研究者たちが有機的に協力し合って，研究しているのです．
ここでは研究室の壁が低いのも特徴で，学生たちがいくつもの研究室を共同研究で行き
来しているのを良く見かけます．
もう 1つは，文理の壁という我が国では超えられなかった壁を，いともたやすくこえ

た研究が行われているという事実です．私の例で恐縮ですが，今まで心理学でしか語ら
れなかった常習行動や情動，などが，分子生物学の進歩によって遺伝的素因という形で
語ることができるようになり，文系の学生だった人が私の研究室で，薬物濫用に関わる
新しい遺伝子の機能解析というバリバリの理系の仕事をしている，ということも当たり
前になっています．
また，私たちの健康，という昔から見過ごされていたものに光を当てて新しい学問が
創られています．自分の身体をどう動かせば健康になるのか，それはなぜか，最新の分
子生物学を応用して（しかも自分を材料にして），解き明かしていくのです．
何よりも私が自慢できるのは，これらのことを教員の皆さんが楽しそうに行っている
ことです．学問は自分でつくりだすものです．生命は複雑で，解き明かすことのできな
い神秘であると長い間考えられてきました．しかし今は違います．多くの人の力が集まっ
てこそ，新しい学問分野が作られるのです．生命環境科学系，ひいては，駒場キャンパ
スに集まった自然科学系の学問は，間違いなく新しい分野を切り開くものとなるでしょ
う．
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介介紹系 介紹系

21世紀に入って以降，人類そして地球の未来に悲観的な見方が広がっているように
見えます．資源の枯渇，環境の汚染・破壊，世界総人口の増大と先進国での減少および
高齢化など，多くの問題が複合化し，また顕在化しているのは確かです．一方で，歴史
を振り返ってどの時代に生まれたかったかと聞かれれば，現代と答える人が，少なくと
も今の日本では圧倒的に多いようです．今の社会がさまざまな問題を抱えることを認識
しながらも，そこに肯定的な面をわれわれ多くが見ているとしたら，未来の人類や地球
に予想される困難な問題に立ち向かい解決を志すことも，またわれわれの責務といえま
しょう．とくに現在，大学や大学院に学ぶ若い諸君には，そのような希望の持てる未来
を目指し，地球規模の課題に挑戦的に取り組んでいくことを期待したいと思います．
広域システム科学系は，自然界から人間社会にいたるさまざまなレベルの複雑な事象

の解析や問題の解決に，システム的な思考を駆使して総合的・複合的に取り組む，とい
う理念の基に設立され，研究教育活動を展開してきました．広域システム科学とは，広
い領域にまたがる対象と手法を総合して，システム論にもとづくアプローチを適用する
学問分野といえます．システムという視点から捉える対象には，情報システム，工学シ
ステム，社会システムといった人工的なものと，宇宙システム，生命システム，生態系
といった自然システム，さらに両者が複合化した環境システムなどが考えられます．そ
の意味で，まさに「学際的」であり「総合的」であることが求められます．そこで育成
を目指している人材は，「システム思考」を自分のものとする人です．そのためにはさ
まざまな方法論を学び駆使できるようにすることと，対象となる自然や社会のシステム
について深い知識を獲得することの両者が必要です．方法論としてシステム理論，数理
解析，情報システム学，数理統計学，計画論などを体得し，対象系としてエネルギー，
物質，生命，生態，地球系，都市，地域などに関し知識を身につけます．
学際的なアプローチの例として，たとえば進化という概念を考えてみましょう．ダー
ウィンによる生物の進化論は現代の DNAレベルの遺伝子生物学でも本質的なものとし
て受け継がれていますが，それと並行して文化社会現象の進化，宇宙の進化，ソフトウェ
アの進化，など多様な対象の進化プロセスに関し，そこに共通する原理と相違を考える
ことができます．このような見方とそれにもとづく新たなアプローチの探求は，まさに
広域システム科学系が得意とするところです．
所属する教員の研究分野を説明するために，大きく基礎システム学，情報システム学，
自然体系学，複合系計画学という 4つの領域に分けていますが，各自の領域が固定的な
ものというわけではなく，また複数の領域にまたがった仕事をしている人が少なくあり
ません．まだ確立した分野とはいえない広域システム科学ですが，教員と大学院生とが
協同でその理念をより強固にし，今後さらに実践的な成果をあげていくべき分野といえ
るでしょう．
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広域システム科学系
系長　　玉井哲雄

介紹系



介

ご存知のように，我々を取り巻く自然界は素粒子，原子核，原子，分子，凝縮体，高
次構造体，生命体，・・・といった階層構造から成り立っています．自然界の諸現象を
深く理解し，生態環境を維持しつつ人間生活を豊かにして行くには，個々の階層に特有
な現象だけでなく，それらを貫く普遍的な構造や原理を解明することが不可欠です．さ
らに，自然科学研究の社会や歴史における役割を探求し，明確にすることもまた，広い
意味での現代科学の重要な課題といえるでしょう．このように基礎科学の各分野が，近
接分野との相関を保ちつつ進展していくことの重要性は自明ですが，ますます個別細分
化していく傾向の強い現代科学の潮流の中にあっては，基礎科学の総合性を追究するこ
とは容易なことではありません．相関基礎科学系は 1995年の発足以来，21世紀の科学
に求められている「広い視野の下に専門性を深める」という方向性を掲げ，研究・教育
を行ってきました．本系は，現在教授 24名，助教授 21名 ,講師 1名，助手 28名から構
成されており，これまでに修士 346名，博士 111名（論文博士を含め 134名）を送り出
しています．

 ところで，ここでいう「総合性」とは単に「既存分野」の寄せ集めで達成されるもの
ではありません．自分の専門分野を一心不乱に研究していて，ある段階に到達した時，
自分の見出した現象が，あたかも鉱脈を掘り当てたかのように，他の分野の基盤と相通
ずることに，突然気付くことがあります．また，専門分野の本流とは外れていると思い
ながらも，止むに止まれぬ好奇心から始めた研究が，ある時期になって，にわかに近接
する学問分野の研究者の興味を引き，効果的な共同研究の結果，続々と新事実が発見さ
れるという醍醐味を味わうこともあるでしょう．我々の目指す総合性とはまさに，この
ように新たな学問領域が創出されるダイナミックスそのものを指すのだと，私は思いま
す．
この頃，私は自然科学の知識を増やし，理解を深めていく過程は，「螺旋階段を登る

ほど段々に，見晴らしがよくなるようなものではないか」，と思うようになりました．
前だけを見て，一本道をひたすら登っていくのではなく，螺旋状に登っていくと，一度
反対側に回ってから元の方向に戻って上がっていく行程を繰り返すことになります．つ
まり正面から見据えている課題と一見関連がないような分野の話を聞く，勉強をする，
その後にまた本来のテーマに戻ってくる．すると，急に見方の幅が広がり，新しい発見
につながることがあります．その時，まさに自然科学研究をする醍醐味に触れ，鳥肌が
立つぐらいの興奮を味わうことができるでしょう．相関基礎科学系は，広く異なる専門
分野をもつ著名な先生方，優秀な先輩が大勢居られますので，素敵な風景に出会うには
最適の空間といえます．

以上述べたことからおわかりのように，相関基礎科学系の特色は，各専門分野間の垣
根が低く，自由闊達な研究・教育環境が整っているところにあります．このことこそが，
日本の自然科学研究の独創性を育む上で，最も有効であることを，最後に指摘しておき
たいと思います．
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相関基礎科学系
系長　　菅原　正
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TOPICS TOPICSTOPICS TOPICS

はじめに

全ての生物は細胞からなり，個々の細胞は細胞膜という生体
膜によって仕切られ，細胞内に存在する細胞小器官も生体膜に
よって区画化されている．これらの生体膜は細胞が生きていく
ために必要な構造体である．これらの生体膜のおもな構成成分
は脂質で，脂質が形成する脂質二重層が生体膜の基本構造と
なっている．細胞が示すほとんどの生命現象は生体膜に依存し
ていることから，それらの生命現象を分子レベルで解明するに
は脂質の働きを理解することが必要である．生体膜を構成する
脂質は極性脂質と呼ばれており，極性脂質にはグリセロールを
骨格とするグリセロ脂質やスフィンゴイド塩基を骨格とするス
フィンゴ脂質があり，また各々の極性脂質には糖を含む糖脂質
やリンを含むリン脂質など，数十種類の脂質クラスが知られて
いる．さらに，各クラスの脂質分子には脂肪酸が結合しており，
その脂肪酸には飽和脂肪酸や不飽和脂肪酸，また水酸基などに
よって修飾されている脂肪酸も存在し，不飽和脂肪酸には二重
結合の数や位置が違うものが多数知られている．したがって，
細胞には構造の異なる多様な脂質分子が存在していることにな
り，その分子の種類は数千にものぼる．なぜ，そのような多様
な脂質分子が必要なのであろうか？脂質がただ単に細胞や細胞
小器官の内と外を区画化する仕切りとしてのみ働いているので
あれば，これだけの種類の脂質が存在する必要はないであろう．
脂質の種類や組成は膜ごとに異なっており，脂質が各々の生体
膜のもつ機能を発揮する上で何らかの重要な働きをもつことが
容易に想像できる．筆者らはこの多様な脂質分子の機能につい
て，シアノバクテリアや高等植物といった光合成生物を用いて
解析している．

光合成における機能

光合成は，植物が光エネルギーを利用して水を酸化するとと
もに空気中の炭酸ガスを固定して糖やでんぷんを合成する反応
であり，地球上のほとんどの生物の生存に必要なエネルギーの
源はこの光合成によって賄われている．この光合成の初期過程
の場は，シアノバクテリアや植物の葉緑体に存在するチラコイ
ド膜であり，この膜には光エネルギーを化学エネルギーに変換
する光化学系 II，チトクロム b6/f，光化学系 I，ATP合成酵素
と呼ばれる超分子複合体（光合成装置）が存在する（図 1）．こ
のチラコイド膜は光合成の場であり，しかも細胞に存在する膜
の大部分を占めるため，質的，量的に最も注目されるべき生体
膜である．チラコイド膜は他の生体膜とは異なり，糖脂質が主
成分であるという特徴をもっている（図 2）．この膜が糖脂質を
主成分とする理由は，光合成生物にとって大変貴重なリンを節

約するためであり，リン脂質の糖脂質への変換が進化の過程で
おこったと考えられる．しかし，チラコイド膜にはホスファチ
ジルグリセロール（PG）という脂質が唯一のリン脂質として存
在している．
筆者らは，この PGという脂質クラスに注目している．この
脂質が糖脂質では担うことのできない特別な機能をもつのでは
ないかと予想したからである．シアノバクテリア Synechocystis 
sp. PCC6803（図 3）から PG合成欠損株（PGの合成に関わっ
ている遺伝子を破壊した変異株）を作製し，その変異株を用い
て PGの機能を解析している．この株は PGを全く合成できず，
通常の培地では増殖できない．しかし，PGを培地に加えてお
くと，それを細胞内に取り込んで増殖することが可能である（図
4）．このため，この株は PGの機能を解析するのに大変都合の
よい実験材料である．PGを加えた培地で培養した変異株の細
胞を PGが含まれていない培地に移すと，細胞分裂にともなっ
て PGの含有量が低下し，数回分裂した後に細胞の増殖が停止
する．このとき，PGの含有量の低下に伴って光合成活性も低
下し，PGを再添加すると活性が速やかに回復する．このことは，
PGが増殖および光合成に必要であることを示している．PGが
光合成になぜ必要なのかについては，詳細な解析の結果，PG

生体膜脂質の機能を探る
生命環境科学系　和田　元

図 1：チラコイド膜でおこる光合成の初期過程

図 2：チラコイド膜に存在する脂質の構造
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が光化学系 IIにおける QAから QBへの電子伝達を維持するの
に必要であることが明らかとなっている．また，この変異株は
PGを含まない培地に移すと，初期段階では光化学系 IIの活性
のみが低下するが，さらに長く培養すると，光化学系 Iの活性
も低下する．このとき，両活性の低下とともに，光化学系 II複
合体および光化学系 I複合体のモノマーが蓄積することから，
PG が光合成活性の維持に必要で，複合体のオリゴマー化や安
定化に寄与していることがわかってきている．

タンパク質の脂質修飾における機能

PGは光合成において重要な働きを担っているが，PGはシア
ノバクテリアのリポタンパク質と呼ばれる一群のタンパク質の
脂質修飾にも関わっている．シアノバクテリアを含む全てのバ
クテリアには，リポタンパク質と呼ばれる脂質によって修飾さ
れるタンパク質が存在する．それらのタンパク質は前駆体とし
て合成され，脂質修飾などのプロセシングを受けて成熟型のタ
ンパク質になる．リポタンパク質は脂質で修飾されることによ
り，膜に結合できるようになる．前駆体は，まず，N-末端領域
にあるシステイン残基の SH基で PGによる修飾（ジアシルグ
リセロール化）を受けてからシグナルペプチダーゼ IIによって
シグナルペプチド部分が切断され，さらに N末端のシステイン
残基のアミノ基がアシル基によって修飾されて成熟型となる．
リポタンパク質の機能は，ペプチドグリカンの構造維持，物質
輸送，シグナル伝達など，多岐にわたっている．シアノバクテ
リア Synechocystis sp. PCC6803のゲノムの塩基配列からリポタ
ンパク質の遺伝子を検索すると，このシアノバクテリアには約
40の遺伝子が存在することがわかっている．このことから，シ

アノバクテリアには多くのリポタンパク質が存在し，PGを介
した脂質修飾がそれらのリポタンパク質の機能を発揮する上で
重要な働きをもつことが考えられる．各々のリポタンパク質が
なぜ脂質修飾されなければいけないのか，その理由を解析する
ために脂質修飾できない変異株の作製を進めている．それらの
変異株を調べることにより，リポタンパク質が PGを用いて脂
質修飾されることの意義がわかるものと期待される．

葉緑体の分化における機能

高等植物であるシロイヌナズナについてもシアノバクテリア
と同様の解析を行っている．シロイヌナズナから葉緑体での
PGの合成に関わっている遺伝子（PGP1）が破壊された 2つの
変異株の分離を行なった．これらの変異株では，PGP1遺伝子
が破壊されることにより，葉緑体での PG合成が欠損している．
分離した 2つの変異株はアルビノに近い pale greenの葉を形成
し，土の上では生育できず，ショ糖を加えた寒天培地でのみ生
育することができる（図 5）．また，変異株は正常な形の葉を形
成することができず，細胞内には葉緑体が見出されない．これ
らの観察結果は，PGが植物の光独立栄養成長に必須であり，
葉緑体の分化や葉の形成においても重要な働きを担っているこ
とを示している．現在，この変異株の性質をさらに詳しく調べ
ており，それらの解析から葉緑体の分化や葉の形成における
PGの機能がわかってくるものと考えている．

おわりに

このように，PGはシアノバクテリアや高等植物において大
変重要な機能をもつことがわかってきた．生物には，PG以外
にも多種多様な脂質分子が存在し，それらの機能を解析するこ
とは大変重要である．その解析には，筆者らが PGについて行
なっているように，変異株を用いることが大変有効である．最
近，多くの生物のゲノムの塩基配列が決定され，脂質の合成に
関わっている遺伝子のほとんどが同定されている．それらの遺
伝子の発現を人為的に操作することで，特定の脂質分子の合成
を制御することが可能になってきている．今後，そのような遺
伝子操作によって作製された変異株を使った解析によって，新
たな脂質の機能が次々と明らかになってくるものと期待され
る．

図 3：シアノバクテリア Synechocystis sp. PCC6803の電子顕微鏡
写真

図 4：寒天培地上で増殖させたシアノバクテリア Synechocystis sp. 
PCC6803の野生株と PG合成欠損株

図 5：寒天培地上で生育させたシロイヌナズナの野生株と PG合成
欠損株
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階層的な分類とソフトウェア

たいていのソフトウェアの中身は，スパゲティのようになっ

ている，と言ったら驚かれるだろうか．プログラミングの経験

がない人は，もしかしたらソフトウェアの中身は整然としたも

のだと思っているかも知れないが，少しでもプログラミングの

経験がある人ならちっとも驚かないだろう．プログラミングの

入門でとりあげられるようなプログラム̶̶例えば方程式の解

を求めるものでも想像して欲しい̶̶であっても，入力を正し

く読み取る処理，解が無いような例外的事態への対処，スピー

ドアップのための工夫，プログラムの動作確認のためのコード

などを加えてゆくうちに，色々なコードがからみあって複雑に

なる経験を多くの人がしたはずである．実用的なソフトウェア

においては，その複雑なコードが何百万行も続いているのであ

る．ソフトウェア，特にプログラミング言語の研究は，長年に

渡って，そのような複雑にもつれたソフトウェアの「中身」を

なるべくすっきりとさせるための方法を提案してきた．例えば，

プログラムの処理手順に「構造」を持たせる「構造化プログラ

ミング」（つまり，それ以前のプログラムには構造すらなかっ

たのである !）は 1960年代後半に提唱されている．同じ頃に，

ソフトウェアが扱う問題領域にある「もの」をプログラムの中

で直接表現しようという考えの下に「オブジェクト指向プログ

ラミング」も提案されている．この提案は，最近になってよう

やく，C++ や Java などのプログラミング言語として多くの人に

知られ，使われるようになってきた．

オブジェクト指向プログラミングは，人間が複雑な世界を整

理する際に行う方法̶̶階層的な分類̶̶をプログラミングに

持ち込んだことでも知られる．例えば生物を門・綱・目・科 ...と

分類するように，はじめはおおまかに，そして段々と細かく分

類してゆく．ソフトウェアの中身も共通する性質のものをおお

まかに分類し，細かな性質の違いでさらに分類してゆくのであ

る．図 1は実際のソフトウェアに見られる階層的な構造を示し

ている．

それでももつれるソフトウェア

ではオブジェクト指向プログラミングが万能かというと，決

してそうではない．図 1のようなオブジェクト指向プログラミ

ングを使ってきれいに階層化されたように見えるプログラムで

あっても，その内部をよく観察するとやはり複雑にもつれあっ

ている所が沢山見つかる．

図 2はその現象の一端を示している．これは，商用のアプリ

ケーションサーバのソースプログラムにおいて「例外が起きた

ときの処理」を行っている部分を視覚的に示したものである．

縦長の箱 1つ 1つはクラス（階層的に分類されたプログラムの

1単位）を表わしている．箱の長さはプログラムの行数に対応

している．箱の中に引かれた赤い横線は，そこに「例外が起き

たときの処理」が書かれていることを示している．つまり，こ

のソフトウェアはでは，沢山のクラスのあちこちで，同じよう

な処理を何度も書かなけばならなかったことを意味している．

では何故こういった現象が起きるのだろうか ?  階層的分類の

ような新しいプログラミングの方法は，プログラムを整理する

のに大きな貢献をしたことは確かである．しかし，ソフトウェ

アには色々な要素があり，ある観点からプログラムを整理する

と，別の観点からは「もつれて」しまうことは避けられないの

が現実である．

アスペクト指向プログラミング

このような「どうしてももつれてしまう現象」を解決する試

みが比較的最近になって注目されるようになってきた．その中

の 1つに「アスペクト指向プログラミング」と呼ばれる新しい

プログラミングの方法がある．この方法では，ある観点で（階

もつれたソフトウェアを 
ときほぐす

広域システム科学系　増原英彦

図 1：3次元グラフィクスライブラリの階層構造（（C）1998  
Finlayson Consulting, http://java.sun.com/ より引用）
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層的に）分類されたプログラムがあったときに，色々な場所に

「散らばって」（あるいは「もつれて」）しまうような処理のた

めに特別な手段を用意しようというものである．詳しいことま

では書けないが，プログラムが動く際に内部で用いられている

名前や処理の性質などを契機にして処理が行われるようにする

ことで，これまで「もつれて」しまっていた処理を 1まとめに

するのがこの方法のアイデアである．現在，アスペクト指向プ

ログラミング言語として Java言語を拡張して設計された

AspectJ言語などが開発され，研究者だけでなく，産業界でも

使われ始めている．

 「関連」を扱うための機構

我々の研究グループでは，このアスペクト指向プログラミン

グ言語をより良くするために基礎理論を作ることや機能の拡張

をいくつか行っている．その 1つが芝浦工業大学の古宮研究室

と共同で開発した「連想アスペクト」機構である．この機構は

小さなアプリケーションプログラムを組み合わせて，1つの大

きなアプリケーションプログラムを作るような場合に必要とな

り，かつ，これまでは「もつれて」しまっていた処理を簡単に

まとめられるようにするものである．

例えば，プログラミング言語の統合開発支援環境（IDE）の

ようなアプリケーションを，テキストエディタと，コンパイラ

を組み合わせて作る（図 3）ことを考える．このような場合，「ファ

イルが保存されたらコンパイルする」「コンパイルをする前に

関連するファイルを保存する」「コンパイルエラーの起きた場

所をエディタで表示させる」といったアプリケーション間の連

携が必要となる．これまでの方法では，どんなにコンパイラや

エディタのプログラムが階層的に整理されていたとしても，結

局は沢山の場所を変更することになってしまう．さらに，エディ

タが開いている複数のファイルとコンパイラを対応づけると

いった，アプリケーション間の対応を維持するためには沢山の

コードを書かなければいけない．

我々の提案した連想アスペクト機構を用いると，エディタと

コンパイラを連携させるための処理を独立したコードとして記

述できるようになる．さらに，オブジェクトどうしの対応を管

理するための仕組みがあるので，複数のファイルとコンパイラ

の間の対応を取るための労力を大きく節約できるようになる．

同じアプリケーションプログラムを（図 4左） オブジェクト指

向言語 Java，（同中）従来のアスペクト指向言語 AspectJ，（同右）

連想アスペクトの 3種類の言語による記述の比較をすると，「も

つれていた」コード（赤い部分）が，アスペクト指向プログラ

ミングによって独立した単位としてほぐされ，さらに連想アス

ペクトによって簡潔になっていることが見てとれるだろう．こ

れを可能にする連想アスペクトの処理系を AspectJコンパイラ

の拡張として実現し，オープンソースで公開している．

おわりに

新しいプログラミング方法の提案は，プログラミング言
語の設計者と，それを利用してソフトウェアを作る開発者
の両方が揃ったときに初めて普及するものである．その意
味ではアスペクト指向プログラミングは設計者と開発者の
両者が積極的に研究開発を行っている．プログラミング言
語の世界では新しいプログラミングの方法が定着するには
10年単位の時間がかかるので，その努力が結実するにはま
だ時間がかかると思われるが，今後の発展が楽しみな分野
である．

図 2：アプリケーションサーバソフトウェアにおける例外処理の
出現（Colyer, et al., “Using AspectJ for component integration in 
middleware”, in Companion of OOPSLA’03より引用）

図 3：連想アスペクトを用いて作られた統合開発支援環境の実行画
面。右側がエディタで左側がコンパイラが読み込むプログラムの一
覧表示である．

図 4：オブジェクト指向プログラミングと従来のアスペクト指向プ
ログラミングおよび連想アスペクトによるアプリケーション記述の
比較。長方形はクラスを表わし、青・緑・赤色はそれぞれ、エディ
タ・コンパイラ・連携のためのコードを表わす．
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身の回りの電気機器は，その内部の電気伝導体

に電流が流れることで動作している．電源コード

を抜けば電流が流れなくなるが，そのような状態

を平衡状態という．電流が流れるのは電源コード

を通じてエネルギーが供給されているからで，そ

のような状態を非平衡状態と呼ぶ．また，電気伝

導体に一定の電流が流れているとき，電気伝導体

は熱（ジュール熱）として外にエネルギーを放出

しており，電源から供給されているエネルギーと

で収支が釣り合った状態にある．非平衡状態につ

いてはオームの法則のような様々な経験則が知ら

れている．電気機器の設計は，そのような非平衡

状態専用の法則を用いて行われている．

ミクロに見ると電流を運んでいるのは電子やイ

オンというミクロな粒子で，電流の正体は，非常

に多数のミクロな粒子の流れである．ミクロな粒

子は力学の物理法則に従って運動することが分

かっているので，多数の電子やイオンの運動を力

学を用いて理論的に追跡すれば，非平衡状態が現

れ，非平衡状態の解析で使われている法則も導け

るはずである．この一見すると当然に思える事が，

実はいままで理論物理学ではできていなかったの

である．というのは，電気伝導体に含まれるミク

ロな粒子の数はあまりにも膨大で，その運動も複

雑なので，力学でそれらの運動を追いかけて非平

衡状態を調べようとしても，まともな結果が得ら

れなかったのである．

また，非平衡統計物理学を，近平衡領域を超え

て拡張しようという試みが数多く成されている．

その際の大きな困難のひとつは，非平衡状態で実

際に何が起こっているかを調べることが難しいこ

とにある．たとえば，局所平衡がどういうときに・

どれだけ・どのように破れているかを見るのは，

実験的にもきわめて難しいし，理論モデルによる

分析も，現実の非平衡状態の本質的要素を削り取っ

てしまったようなモデルでしかできていなかった．

特に電気伝導は，昔から非平衡統計物理学の中心

的なテーマであったにもかかわらず，そのような

分析が最も難しい現象と見なされていた．

そこで，相関基礎科学系清水研究室の修士課程

の学生である弓削達郎と清水明は，物理工学科の

伊藤伸泰氏と協力して，電気伝導における非平衡

状態の本質的要素を全て取り入れた力学モデルを

提案した［1］．このモデルは，電荷の運び手とな

る粒子（電子やイオン）のほかに，ジュール熱を

電気伝導体の外に運ぶ原子の振動の量子（フォノ

ンと呼ばれる）と，系の空間的な均一性（並進対

称性）を破る不純物と，これら全ての間の相互作

用とを全て兼ね備えたモデルで，ミクロな力学に

従って運動する．

そして，このモデルの分子動力学シミュレーショ

ンによって，初めて現実の電気伝導現象を再現す

ることに成功した［1］．すなわち，DC電場に対

してきちんと定常状態が実現し，その応答は弱電

ミクロな力学によるマクロな
非平衡状態の実現

相関基礎科学系　清水　明
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場で線形で，強電場で非線形になる．たとえ 2次

元でも相関関数には（長い間統計物理学者を悩ま

せていた）ロングテールはなく，電気伝導度は系

のサイズに依存しない．さらに，AC電場に対する

線形応答を見ると，電気伝導度の実部と虚部の間

に分散関係が成立し，揺動散逸定理（ジョンソン・

ナイキストの定理）；

gI（ω）＝ 2kBTRe［Y（ω）］， （1）

が全ての周波数できちんと成立する（図1）．ここで，

左辺は平衡状態における電流揺らぎのスペクトル

強度で，右辺の Y（ω）は非平衡状態におけるＡＣ

コンダクタンス，Tは温度，kBはボルツマン定数

である．

さらに我々は，このモデルを使って，局所平衡

がどういうときに・どれだけ・どのように破れて

いるか，ランジェバン記述が可能かどうか・不可

能ならどのように修正すればいいかを調べている．

さらに，電子溜に両端を接続された伝導体にまで

モデルを拡張しつつあり，それを用いて，非平衡

電流揺らぎ［2］について清水が提唱したスケーリ

ング仮説［3］の検証などを行う予定である．なお，

この研究の第一段階の成果を発表した論文［1］は，

J. Phys. Soc. Jpn. の Papers of Editors' Choice に選

ばれた．

参考文献

［1］ T. Yuge, N. Ito and A. Shimizu, J. Phys. Soc. 

Jpn. 74, 1895 （2005）.

［2］ A. Shimizu and M. Ueda, Phys. Rev. Lett. 69, 

1403 （1992）.

［3］ A. Shimizu, M. Ueda and H. Sakaki, Jpn. J. 

App. Phys. Series 9, 189 （1993）.

図 1： （1）式の左辺（○）と右辺（△）の比較．（文献［1］の Fig.5から， 
有限区間フーリエ変換に起因する人為的な暴れを取り除いたもの．）
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　生命と地球環境は相互に大きな影響を及ぼしながら，生物個体群や 
生態系を育んできた．生命は現在も環境と密接な関わり合いを保って
いる．私たちは，個体や細胞が外部からの環境情報を受け取り，それ
に適応してゆく分子機構を研究している．
（1） ヒトは，外部からの情報をもとに各種の行動を行なっている．高

次脳機能と呼ばれている記憶や思考活動も，周囲の環境からの刺
激に対する応答と考えられる．認知機能を分子レベルで解明し，
遺伝子変異が環境変化によってカバーされるしくみを研究するこ
とが，この大講座の研究テーマの一つである．また，神経細胞で
行なわれる情報伝達の仕組みも本大講座では研究されている．

（2） 植物は光エネルギーを用いて二酸化炭素と水から有機物と酸素を
つくっている．光情報を化学情報に伝達するしくみや，光合成の
機構，光合成器官である葉緑体の分裂・発達，葉緑体ゲノム装置
の分子構築と進化についての研究が，ゲノム科学や分子生物学，
細胞生物学の基盤に立って，本大講座で行なわれている．また，
過度の光は植物体を傷つけるストレスとなる環境要因でもある．
本大講座では，光環境ストレスに対する応答機構の解析も行なっ
ている．

（3） 物理的な環境だけでなく，生物的な環境も生物にとって重要な環
境要素である．たとえば，共生や防御は生物が他の生物と関係を
持ちながら生きていくためのしくみである．本大講座では，ウイ
ルスを用いて病原体の侵入に対する防御反応に関する研究，宿主
の遺伝子発現を抑制あるいは促進する研究も行なわれている．

12

原始的な単細胞紅藻 Cyanidioschyzon merolaeの同調
培養系における細胞分裂周期

生命環境科学系 環境応答論大講座

○ヒトドーパミントランスポーター多型の機能解析
○アルツハイマー病アミロイドセクレターゼについての研究
○線虫のドーパミン受容体に関する研究
○好熱性シアノバクテリアの光化学系 2複合体の分子生物学的研究
○シアノバクテリアSynechocystis sp. PCC6803 の走光性機構の分子生物学解析
○シアノバクテリアの酸化ストレス応答機構の解析
○葉緑体分裂と核様体分配の共役に関する研究
○灰色植物Cyanophora paradoxa の色素体分裂機構
○植物の原形質連絡とウイルスの移行に関する解析
○病原体抵抗性反応における低分子RNAの役割

博士論文・修士論文の主なテーマ

 大 講 座 紹 介

池内　昌彦（光合成）
石浦　章一（分子認知科学）
佐藤　直樹 
（植物機能ゲノム学）
里見　大作（神経生物学）

箸本　春樹（植物細胞生物学）
渡辺雄一郎（植物分子生物学）
若杉　桂輔（機能生物化学）

青木誠志郎（進化生物学）
片山　光徳（植物生理学）
笹川　　昇（分子遺伝学）
本瀬　宏康（細胞生物学）

担当教員と専門分野



DNA情報の維持・伝達の機構，DNA情報の発現としてのタンパク質の構造，
脳神経系に代表される細胞情報のダイナミックな変換機構，細胞内のシグナ
ル伝達に制御された細胞分裂・細胞運動，さらに細胞間・組織間のシグナル
伝達機構に制御された胚葉分化や形態形成など，生命体内での「情報の分子
的基礎」と「情報の流れと変換」について分子レベルから個体レベルまで総
合的に研究 し，教育する．研究内容は大きく分けて次のような 4つの分野が
ある．
（1）DNAの分析と遺伝子発現

DNA塩基配列を認識する新化合物の開発と，DNA─リガンド相互作用の
分子レベ ルでの研究，および，キラリティー認識機構の研究．合成，分光学，
生物化 学，X線構造解析，グラフィックスを使用．遺伝情報の分子生物物理学．
ヒトゲノムを高速に解読するための実験技術やアルゴリズムの開発．物理化
学的手 法による遺伝子発現調節の分子機構の解明．
（2）細胞情報変換と生体膜
膜を介した情報変換機構の解析．顕微レーザー分光・電気生理等を用いた，

脳神経細胞などの信号伝達解析．レセプター蛋白・膜・細胞の各レベルで実
時間 可視化解析．生体エネルギー変換系タンパク質複合体の X線結晶構造解
析．
（3）卵から親への細胞分化と形態形成
卵はどのようにして親になるのかという動物の発生のメカニズムを実験形
態学から分子生物学までを駆使してアプローチ．細胞分化と遺伝子発現の制
御を分子レベルで解析．動物の発生過程における筋細胞分化の開始機構を解
析する目的で，培養筋細胞を用いて種々の細胞外基質と成長因子が筋細胞分
化制御遺伝子の発現に及ぼす効果を細胞生物学，分子生物学的に研究．
（4）細胞分裂機構と生殖生理学
動物と植物における細胞質分裂と細胞運動の分子機構の研究ならびにそれ

らを誘導するシグナル伝達機構の解明．細胞内のアクチンの動態とそれを調
節するアクチン調節タンパク質の機能の研究．また，微小管系の細胞運動，
特に精子などを用いて，鞭毛運動の開始や活性化の分子調節機構．重力を感
知する機構とそれに対する応答の仕組みについての研究．
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写真はマウス骨格筋組織から分離した筋ファイバーの
蛍光顕微鏡像．赤は中間系フィラメントのデスミン，
青は細胞核，緑は筋衛星細胞を示す．筋衛星細胞は筋
ファイバーが変性すると細胞分裂を開始し，分化して
新しい筋ファイバーを作るなど，筋の再生に関与して
いる．

生命環境科学系 生命情報学大講座

○巻き貝および分子のキラリティー（左右）創製・認識，DNAの塩基配列認識
○脳の記憶学習・精神の生物物理学，ニューロステロイド効果，カルシウム信号，NO信号
○アクチビン等による両生類初期発生における細胞分化および臓器形成の制御
○細胞質分裂を誘導するシグナル伝達系の解析
○分裂酵母を用いた低分子量Gタンパク質Rho の細胞骨格制御の研究
○精子の運動調節機構の研究
○筋衛星細胞の活性化におけるスフィンゴ脂質の役割
○植物における生体膜脂質の生理機能に関する研究
○レトロウイルスを模した新規な生体分子コンピュータの開発
○ダイナクチン p150 の構造研究

博士論文・修士論文の主なテーマ

浅島　　誠（発生生物学）
川戸　　佳（生物物理学）
黒田　玲子（分子認識）
陶山　　明（生物物理学）
馬渕　一誠（分子細胞生物学）

奥野　　誠（細胞生理学）
栗栖　源嗣（構造生物化学）
松田　良一（発生生物学）
和田　　元（植物細胞生物学）

木本　哲也（生物物理学）
志波　智生（構造生物学）
庄田耕一郎（生物物理学）
杉山　　亨（生物有機）
長田　洋輔（発生生物学）
水澤　直樹（植物細胞生物学）
道上　達男（発生生物学）
箕浦　高子（分子細胞生物学）

担当教員と専門分野

 大 講 座 紹 介



本講座では，生命機能を分子（有機分子，タンパク質，DNAなど），超分
子構造，細胞，組織，個体レベルにわたって研究している．各レベルでの構
成要素の構造を明らかにし，その構造をもとに機能単位を再構成してその働
きを調べる，相互作用により生みだされる機能を調べる，計測技術の開発と
ともに新しい理論の構築を目指すなど，複雑な生体システムの複眼的な解析
を行っている．研究内容は大きく分けて次のような 4つの分野がある．
（1） 生命現象を含む有機化学分野の諸現象を実験（NMR，速度論）と理論（量

子計算，分子ダイナミックス）により解明し予測する研究．in vitroにお
けるタンパク質フォールディング機構を解明することによって，タンパ
ク質を設計し天然タンパク質の機能を再現すること（ゲノム創薬）を目
指している．

（2） 分子集合体として，タンパク質の集合体や超分子構造からタンパク質の
多彩な機能を解明する研究．モータータンパク質と細胞骨格の相互作用
や，鞭毛などの分子モーター集合体の構造と機能を解明している．超分
子構造体の形成機構や機能の研究を通じて，分子ロボット（ナノマシン）
の設計と構築に挑んでいる．

（3） 細胞機能として，細胞の様々な機能発現に関わる複雑な遺伝子・タンパ
ク質ネットワークを，分子細胞生物学の立場から解明する研究．細胞内
のタンパク質を可視化して，その一生（転写，翻訳，輸送・ターゲティ
ング，分解）のコーディネートを明らかにし，ストレス応答や分化の制
御機構などの高次機能や疾患と直結する細胞機能を分子論的に解析して
いる．

（4） 高次の細胞集合体である神経組織や心筋組織における細胞間コミュニケー
ション構築の研究やネットワークパターン制御の研究．細胞内での複数
の素過程の連携ダイナミクスやその安定性を非平衡熱力学の立場から理
解することを目指している．
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生命環境科学系 生命機能論大講座
 大 講 座 紹 介

微小管とダイニンの複合体の 3次元再構成像
生体内の運動を生み出すモータータンパク質であるダ
イニンの微小管結合領域と細胞骨格である微小管を結
合させた複合体を，低温下で電子顕微鏡観察した（背
景）．その像から，らせん対象性を利用して 3次元像
を再構成した（カラー）．微小管の周りにダイニン（赤
色の部分）が周期的に結合しているようすが見える．
このような構造解析から，ダイニンが微小管上を動く
しくみが見えてくる．

須藤　和夫（分子細胞生物学）
友田　修司（量子有機化学）
村田　昌之（分子細胞生物学）

上村　慎治（細胞生理学）
豊島　陽子（分子細胞生物学）
安田　賢二（生物物理学）

今村　保忠（生化学）
枝松　正樹（分子細胞生物学）
金野　大助（量子有機化学）
加納　ふみ（分子細胞生物学）
昆　　隆英（細胞生物学）
藤原　　誠（細胞生物学）

担当教員と専門分野

○微小管とダイニン複合体の相互作用についての構造的考察
○オンチップ 1細胞培養観察系を用いた後天的に獲得された細胞情報の解析
○MYO18A の生化学的機能解析
○酵母プリオンタンパク質凝集体の 1細胞内ダイナミクスの解析─タンパク質による表現型の世
代間伝承機構の理解へ向けて─
○細胞膜局所刺激技術と細胞膜トランスポーター通過標識試薬を用いた細胞機能解析
○タンパク質の状態間遷移における水の動的な役割
○細胞質ダイニンの微小管結合部位の同定
○組み換え体と FRET法を用いた細胞質ダイニンの構造変化に関する研究
○神経回路網の 1細胞ベース構成的培養技術と多点同時計測技術の開発

博士論文・修士論文の主なテーマ



本講座では，身体運動が及ぼす生体の適応機能について総合的に研
究している．特徴はヒトだけでなく，ラットやマウスなどの動物個体
や組織・細胞も使って，体育学的，生物学的，及び医学的視点から研
究を行っている点にある．具体的には次のような内容の研究が行われ
ている．
（1）ヒトの身体運動のメカニズムの解明
超音波法，MRI法，筋音図法，筋電図法，圧力盤法，高速度撮影法
など最新の解析技術を用い，人体や軟部組織の形態や機能変化から，
子供から老人までの発育発達やトレーニングの生体に及ぼす影響など
について研究している．
（2） 生体運動の仕組みと身体活動の全身機能への影響に関する動物を

用いた研究
実験動物の筋骨格系，心肺循環器系，脳神経系からそれらの機能を

記録，またはその組織を採集し，生理学的，生化学的，遺伝子工学的
手法を用い，運動によってもたらされる生体の適応過程を解析してい
る．具体的には，骨格筋の肥大や萎縮に関する機構の研究，糖代謝，
特に乳酸の動態に関する研究，運動ストレスに対するストレスタンパ
ク質に関する研究，運動制御の中枢メカニズム研究，中枢神経シナプ
ス可塑性の薬理学的研究などが研究課題である．
（3）身体運動やスポーツ活動が生体に及ぼす医学的研究
身体運動やスポーツによっておこる障害や，疾病との関係に関する

研究が主である．運動によって生じる可能性のある障害の予防，運動
処方や運動療法などによる適切な運動負荷を生体の病後の回復や適応
に役立てる研究，生活習慣病予防の基礎課程に関する研究，等を行っ
ている．
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ラット脳スライス標本からのホールセルパッチ
クランプ記録法
ラット脳から 400 µm程度の厚さのスライスを作り，
人工脳脊髄液中で半日以上生きたままで維持する．膨
らんだように見えるのが，微分干渉顕微鏡で可視化さ
れたニューロン（神経細胞）．左から記録用ガラス電極，
右から刺激用電極をアプローチしている．これにより，
ニューロン間の神経伝達の詳細がリアルタイムで明ら
かになる．

生命環境科学系 運動適応科学大講座

○骨格筋及び膝関節の機械的刺激及び重力に対する応答機構に関する研究
○マウスの走トレーニングがモノカルボン酸輸送担体に及ぼす影響
○骨格筋肥大に対する幹細胞の役割
○低酸素刺激による生体反応の機構
○ラット身体運動が辺縁系シナプス活動に及ぼす影響
○恐怖条件付け徐脈における小脳プルキンエ細胞の役割
○下肢スポーツ障害と足底圧分布の関連について

博士論文・修士論文の主なテーマ

 大 講 座 紹 介

跡見　順子（運動生命科学）
久保田俊一郎（運動生命科学）

八田　秀雄（運動生理生化学）
村越　隆之（身体神経薬理学）
柳原　　大 
（脳神経科学、運動生理学）
山田　　茂（運動生化学）
渡會　公治（スポーツ医学）

新井　秀明（運動生化学）
神崎　素樹（運動生理学）
久保啓太郎（運動生理学）
桜井　隆史（運動生命科学）
禰屋　光男（運動生理学）
松垣　紀子（運動生理学）

担当教員と専門分野



環境を認知し，それにもとづいて適応行動を実現するメカニズムに
ついて，神経活動，個体行動とその発達，社会行動，スポーツなどさ
まざまな視点から総合的に研究・教育することをめざしている．人間
行動に対して，日常動作やスポーツなどの身体運動と，言語，思考，
認知などの精神機能の双方から学際的にアプローチを進めていくのが
本講座の特徴である．運動神経生理学，バイオメカニクス，スポーツ
医学，スポーツ行動学，計量心理学，動物行動学，臨床心理学，認知
脳科学，心理物理学など，さまざまな分野の研究方法が駆使されてい
る．また研究対象も健常な成人にとどまらず，高度に適応した熟練技
能者やスポーツ選手，心理的な不適応をきたしている人，さらには系
統発生的な比較研究が可能となる各種の動物にまで及んでいる．研究
の性質上，スポーツ施設，病院，リハビリテーション施設をはじめと
する学外のさまざまな研究機関との共同研究も多く，そうした機関に
在籍する社会人大学院生も受け入れている．
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示威ディスプレイする雄のチンパンジー
ヒトとチンパンジーの DNA配列はわずか 1.23パーセ
ントしか違わない．現在，チンパンジーはアフリカの
ジャングルの中で絶滅危惧種としてひっそりと暮ら
す．対してホモ・サピエンスは，地球の環境を破壊し
尽くす程に栄華を謳歌している．この二種の生物はど
こまで同じで，どこが異なるのか．生物としてのヒト
と文化的存在としての人間との間に，どのような遺伝
的，行動的，認知的な変化が生じたのか．進化心理学，
進化人類学は，人間の進化の道筋を類人猿等と比較し
ながら研究する学問である．

生命環境科学系 認知行動科学大講座

○幼児の仲直り行動となぐさめ行動に関する縦断的研究
○抑うつと自己開示の心理学的研究
○自己志向的完全主義の認知行動モデル
○顔表情の瞬時知覚過程：プライミング効果およびカテゴリー知覚にもとづく考察
○統合失調症患者と大学生の妄想的観念について
○ Influences of acute and subacute exposure to hypoxic environment onphysiological responses 

during exercise
○ Time-dependent property of the human movement variability
○リズム同期動作のタイミング制御
○垂直跳びにおける腕振り動作の役割
○投球動作における筋活動と関節間ダイナミクス
○複合関節動作における筋活動調節機構の解明とその応用
○筋発揮張力維持法を取り入れたトレーニングに関する研究
○舞踊の動作分析
○ソフトボール・ピッチングの動作分析

博士論文・修士論文の主なテーマ

石井　直方（筋生理学）
大築　立志（運動神経生理学）
小林　寛道（スポーツ科学）
繁桝　算男（計量心理学）
長谷川壽一（動物行動学）

金久　博昭（体力科学）
小嶋　武次 （スポーツバイオメカニクス）

丹野　義彦（異常心理学）
深代　千之（バイオメカニクス）
村上　郁也（視覚心理物理学）
星野　崇宏（計量心理学）

飯野　要一（スポーツバイオメカニクス）
伊藤　博一（バイオメカニクス）
川島　尊之（聴覚心理物理学）
工藤　和俊（運動生理心理学）
平工　志穂（精神生理学）

担当教員と専門分野

 大 講 座 紹 介



自然の諸階層にわたって現れる非線形現象を，様々な角度から解明
することを目指している．最近の研究内容は次のようなものである．
まず宇宙に関連して，（1）数値シミュレーションによる回転中性子
星の非軸対称不安定性，連星中性子星の合体や重力波放射，ブラック
ホール形成過程，超新星爆発のメカニズム，新星現象のメカニズムの
解明，（2）重力多体問題専用計算機による銀河，銀河集団，宇宙の大
構造の形成の解明，及び（3）赤外線天体の観測がなされている．
また，人工システムでは，計算機中に人工世界を構築して自己複製
機構の発生と進化，アルゴリズムとデータの共進化，カオスと協調性
の進化，カオスの多様性の維持，ジレンマゲームにおける戦略の進化
などが研究されている．
さらに原子分子レベルでは，イオン，電子，陽電子や反陽子などの
ビームと固体・気体との衝突実験により，結晶および表面の構造・組
成，チャネリングとそれに伴う放射，原子分子過程の機構，断面積等
が研究されている．
その他にも，グラフ，マトロイド，凸幾何などの離散数学や，組み

合わせ最適化アルゴリズムと生物情報学の研究といった研究も行なわ
れている．
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広域システム科学系 基礎システム学大講座

○Stability Analysis of Differentially Rotating Stars
○ Evolution of Complexity and Diversity in Simulated Bird Song Grammars
○ Optimal Stopping Problems and their Applications
○ A Dynamical Systems Approach for Learning Situated Combinational Semantics
○ Mass-loss Timescale of Star Clusters in an External Tidal Field
○ Ia 型超新星爆発の数値シミュレーション
○身体運動の自由度とセンサーモーターの組織化
○ゆらぎに対する細胞の安定した応答
○回転星の重力崩壊に対する数値一般相対論的解析
○生態系の進化ダイナミクス
○気球及び人工衛星搭載用遠赤外線検出器の開発

博士論文・修士論文の主なテーマ

江里口良治（理論天体物理学）
小牧研一郎（放射線物理）

池上　高志
（非線型複雑系の数理）

柴田　　大（相対論・宇宙物理）
中村　政隆（離散数学）
蜂巣　　泉（理論天体物理学）

上野　宗孝（赤外線天文学）
土井　靖生（赤外線天文学）
福重　俊幸（理論天体物理学）

担当教員と専門分野

 大 講 座 紹 介

上図 :強い磁場のある回転大質量星のコアが重力崩壊
し， ブラックホールが形成されるまでの数値シミュ
レーション． 崩壊初期のモデル． 左が磁場， 右が密度，
下がメトリック．
下図 :時間が経過し， ブラックホール形成直前のモデ
ル（柴田・関口による）



人間自身の情報処理を対象とした認知科学的な研究から，コン
ピュータそのものを扱う計算機科学的な研究まで，システムと情報と
いう観点から幅の広い研究と教育を行なう．また他の大講座と協力し
て各種複合システムのシュミレーション・評価などの理論的考察と展
開を目指す．研究内容は以下のとおり．
（1）情報（information）と計算（computing）のモデルに関する研究
情報モデルの比較研究と情報構造の特徴づけ及び部分空間分類．形

状のモデル化，とくに形状位相表現や曲面処理技術．画像情報の処理．
ソフトウェアの仕様・検証技術．ソフトウェアの進化プロセス．ソフ
トウェア工学と知識工学との融合．
（2）情報処理システムの計算機構，ハードウェア，ソフトウェアおよ
び分野適合な利用技術に関する研究
超並列計算機上の関数型言語．コンピュータネットワーク．銀河な

どの自己重力系の進化シュミレーションとそのための専用計算機構．
（3）人間コンピュータの複合系としての情報処理システムの研究
コンピュータグラフィクスとウインドウ環境におけるユーザインタ
フェースシステム．抽象情報の図化と例示による写像記述方式．問題
解決と発想を支援するシステム．情報処理システムにおける人間の負
担．
（4）情報と人間に関する研究
人間の推論・問題解決・学習・発想などの情報処理プロセスの認知
科学的研究．類推とアブダクションによる仮説形成．乳幼児における
発達メカニズムに関する研究．科学論・システム論．技術史．人間の
感性に関わる情報の計量化とその応用．
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乳児の脳活動計測実験
 近赤外分光法（NIRS: Near Infra-red Spectroscopy）を
用いることで，乳児の脳が覚醒下でどのような情報処
理をしているのかについて，非侵襲的に調べることが
できる．写真は乳児が TV映像を見ている状況の脳活
動計測．

 大 講 座 紹 介

○代数仕様技術に基づくオブジェクト指向ソフトウェア工学の研究
○オブジェクトの進化と組織化プロセスの研究
○自然画像を対象とした視覚秘密分散の物理的実現法
○多変量解析による切断面実形視テストのパフォーマンスに関する研究
○Acquisition of Cooperative Tactics by Soccer Agents with Ability to Predict
○データフローを扱えるアスペクト指向プログラム言語の研究
◯Web構造の分析

博士論文・修士論文の主なテーマ

安達　裕之（造船史）
川合　　慧（グラフィクス）
鈴木賢次郎（認知図学）
玉井　哲雄（ソフトウェア工学）
山口　和紀（データモデル）
山口　　泰（画像・形状処理）

植田　一博（認知科学）
田中　哲朗（プログラム言語）
開　　一夫（認知科学）
増原　英彦（プログラム言語）
尾上　能之（プログラム言語）

柏原　賢二（離散数理）
金子　知適（知識処理）
関谷　貴之（教育支援システム）
船渡　陽子（計算天文学）

担当教員と専門分野

広域システム科学系 情報システム学大講座



自然界に存在する多種多様なシステムを対象として，個別科学に立
ちながら，その枠を越えてシステムとしての仕組みと挙動を解明し，
人間・社会にまで関係するものを含めてその制御を考究する．ここで
いう自然界のシステムには，物質的・地球的・生命的・生態的なもの
を含む．この大講座は以下の 4つの研究グループから構成されている．

地球変遷研究グループ：地殻・マントル・核など，地球の層構造を
形造る部分の進化とそれらの相互作用，また，生物の進化との相互作
用を追求し，システムとしての地球変遷を研究する．
物質・エネルギー循環研究グループ：地球表層における物質移動を
大気圏・水圏・堆積圏・生物圏の間の循環と捉え，その過程でどのよ
うな素過程が各物質の移動を支配するかを解析する．また，人類活動
がそれらにどのようなインパクトを与えつつあるかの分析をもとに，
地球表層の将来の環境を予測し，人類の生存環境の最適化を目指す研
究を進めている．
生物社会学研究グループ：動植物に見られる様々な生物社会の実態

と，それらの進化プロセスを明らかにし，さらにその系統進化を統一
的に理解する理論の構築を目指している．
生態システム研究グループ：植物の物質生産や動物の資源利用，個
体群のダイナミックスと種間相互作用，生物群集と生態系の構造と機
能を研究する．
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食物網の自律進化モデルによる生物の多様化と
系統図
進化の時間は下から上に向かって進む．水平方向の 2
次元平面には，自分が利用する（摂食する）ニッチと，
利用される（摂食される）ときのニッチが，座標となっ
て表されている．ニッチ平面の座標位置の変化は，突
然変異と自然選択によって駆動されるように反応拡散
方程式で定式化してある．系には，生産者のみが使え
るエネルギー（植物にとっての光のような）だけが流
入し，最初は生産者（緑色）だけが存在する状態から
スタートする．早い段階で，それを摂食する消費者（捕
食者，紺色）が現われ，生産者と捕食者の系統は時間
とともに多様に分岐していく．そして，捕食者をさら
に摂食する高次の捕食者（茶色）が現われる．このモ
デルにより，生態系で最初の生産者出現から，どのよ
うに複雑な構成種が自律生成するのかの普遍的理解が
得られる．（広域システム科学系・島田研 D3伊藤洋，
未発表原図）

広域システム科学系 自然体系学大講座
 大 講 座 紹 介

○有機色素会合体の酸化還元と電気伝導度
○中国四川省朝天セクションの古生代・中生代境界層の層序学的研究
○コケシノブ科の系統と進化
○食物網の自律進化モデル
○寄生蜂による性比調節の進化とその遺伝的背景：Heterospilus prosopidis における寄主の質の
効果

○ミカヅキモにおける性フェロモンの生理学的・分子生物学的解析
○植物食昆虫の個体群動態と生活史スケジュールの進化：サイカチマメゾウムシの越冬戦略
○絶滅危惧植物サクラソウの種子生産に対する空間構造の影響：その保全遺伝学的研究

博士論文・修士論文の主なテーマ

磯崎　行雄（地球科学・生命史）
嶋田　正和（集団生態学）

伊藤　元己（植物進化学）
小河　正基（地球物理学）
瀬川　浩司（分子システム）
増田　　建（植物生理学）

角和　善隆（生物大量絶滅学）
清野　聡子（環境生態工学）
柴尾　晴信（動物生態学）

担当教員と専門分野



人間・社会と自然を対象に含む複合的な系を計画主体の視点から研
究する．都市，生活空間，環境，資源・エネルギー，科学技術政策等，
人文社会科学，自然科学，工学の境界領域に横たわる，さまざまな複
合的課題の解明を目的としている．各領域固有の方法論のほかに，シ
ステム論，設計論，戦略論，経営論等の計画学の方法論を用いる．具
体的な研究内容の例は次の通りである．

○ 資源論・地域論に基づく都市システムの空間構造及びその形成・
発達過程の研究

○ 地域データ分析等による都市住民の生活活動の時空間構造や企業
及び住民の情報行動の空間性の解析に関する実証的研究

○ 立地論に基づく経済地理学の理論的研究及び産業立地と地域経済
に関する実証的研究

○農業土地利用における環境と人間の関係に関する政治生態学的研究
○ 環境中の種々の元素の自然な分布と挙動に対する人間活動の影響
に関する分析化学的立場からの研究

○人間と空間環境との関係に関する研究
○ 建築設計における空間構成に関する設計システム論の立場からの
理論的研究

○ システム論と技術経営論の視点から科学技術政策，研究開発マネー
ジメント，イノベーションシステムなどの研究

○ 科学技術社会論の視点から科学技術と社会との接点で発生する諸
問題，公共空間の意志決定に関する課題の研究

○ 認知科学と組織知能論の視点から，人間や人間組織の創造的／知
的活動に関する研究
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システムアプローチ（Heiner Müller̶Merbachより）

Systems approach

Systematic

Introspection :
　　Analytic reduction
　　（自然科学）

Systemic

Contemplation :
　　Holistic meditation

Construction :
　　Creative design
　　（工学，マネジメント）

Extraspection :
　　Synthetic integration
　　（人文社会科学）

広域システム科学系 複合系計画学大講座

○グローバル時代における自動車産業の立地調整と国内生産システムの変化
○国土周辺地域における資源利用の再編
○ライフコースからみた韓国女性の就職移動
○熱帯・亜熱帯地域における農業開発と社会変動
○底質中の元素とその化学状態に着目した都市河川環境分析
○研究開発における予測の構造化とその研究開発評価への応用
○製造業における設計・生産の連携強化のための技術マネジメントに関する研究
○技術変化の影響評価：環境対策における技術の波及効果と構造変化の分析
○都市景観や建築とそれについてのイメージ生成過程の分析的研究
○科学技術と社会との接点の課題における市民参加の手法

博士論文・修士論文の主なテーマ

荒井　良雄（都市地理学）
加藤　道夫（空間設計理論）
谷内　　達（人文地理学）
丹羽　　清（科学技術計画論）

永田　淳嗣（人文地理学）
藤垣　裕子（科学技術社会論）
松尾　基之（環境分析化学）
松原　　宏（経済地理学）

新井　祥穂（人文地理学）
久野　章仁（環境分析化学）
横山ゆりか（空間計画学）

担当教員と専門分野

 大 講 座 紹 介



今日の自然科学，そして科学と結びついた現代のテクノロジーの発
展には目覚ましいものがあり，科学技術はいまや現代文明の中心的位
置を占めるとともに，人間社会に豊かさをもたらしている．しかしそ
の一方で，技術革新による急激な工業化により地球環境問題や資源枯
渇問題がもたらされ，また，高度な医療技術の発達により生命倫理の
問題が引き起こされている．このような科学技術の進展も，人間の営
みである以上，歴史的，社会的背景を反映したものであり，それらの
背景を考察することは，今日大きな影響力をもつ科学技術にとって，
自己の姿を映し出す鏡を提供することになろう．
このような理念の下で，本大講座では，内外の諸科学・諸技術の歴
史的遺産を学びながら，その哲学的・社会学的考察を深めていこうと
する．専任スタッフの研究内容は，数学・物理学・化学・生物学・医
学の歴史，東西文明における古代・中世の科学思想史，近代科学の形
成と発展，近世近代日本の科学と技術，現代社会における科学と技術
の交流，科学的認識における言語と実践の役割，知識論・言語論・行
為論をめぐる諸問題，人工知能や脳科学などにおける身心問題，量子
論・相対論の認識的基礎などである．これらの専任スタッフを中軸に，
総合文化研究科他専攻の人文科学者・社会科学者・自然科学者，数理
科学研究科の数学者が協力教官となり，学際的教育研究方法がふんだ
んに活用される．また本大講座は，科学史・科学哲学・科学社会学・
技術論などの専門的研究者を養成するだけでなく，すでに豊富な経験
をもっている社会人や，わが国の科学技術の伝統を広範な思想的背景
とともに学ぶ意志をもったアジアを初めとする海外からの留学生をも
採用し教育する，社会に大きく開かれた研究教育の場となっている．
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カブトガニの博物図二題
上は李時珍（1518～ 93）の『本草綱目』（1596）に付
されたもの．下はドイツ生まれのオランダの博物学者，
オランダ東インド会社社員ルンプフ（Georg Eberhard 
Rumpf, 1627～ 1702）の『アンボイナ島の博物誌』（1705）
に付された図．洋の東西，およそ 1世紀の隔たりをも
つこれら二つの図は，自然を見るまなざしの変容を大
きく物語る．科学革命期と言われる 16～ 17世紀にヨー
ロッパで生じた自然観の変革をどう位置づけるかは，
今も科学史学のホットなテーマでありつづけている．

相関基礎科学系 科学技術基礎論大講座

○「精神指導の規則」の研究：方法の確実性と発見的能力
○ハッブルの観測的宇宙論：批判的再構成
○ライプニッツ数学思想の形成
○心の哲学における解釈主義：命題的態度とは何か
○現象学的心理学の展開：David Katzの色彩の現象学を手引きに 
○関　孝和，建部賢明，建部賢弘　編「大成算経の研究」
○福沢諭吉における近代科学技術理念の形成
○表象理論にもとづく現象的意識の自然化
○占領期日本の医学教育改革

博士論文・修士論文の主なテーマ

今井　知正（科学思想史）
佐々木　力（科学史）
橋本　毅彦（科学技術史）
村田　純一（科学哲学）

信原　幸弘（科学哲学）
野矢　茂樹（科学哲学）

岡本　拓司（科学史）
廣野　喜幸（生命論）

所属教員と専門分野

 大 講 座 紹 介



　自然界の基本構造や，相互作用の研究は従来，素粒子・原子核・原子・
分子・凝縮系といった異なるスケールごとに別々の分野で研究が進め
られてきた．これに対して，本大講座においては，個々の対象として
の研究と同時に，むしろ異なるスケールの系に共通して現れる普遍的
な構造や法則に着目することにより，また様々な分野に研究基盤を持
つ研究者どうしの協力を押し進める事によ って，自然界の相互作用，
対称性やその破れ，相転移のダイナミックス等を，場の量子論や統計
物理学の手法を用いて総合的・統一的な観点から解明する事をめざし
ている．
　以下，現在の主な研究テーマの一部を挙げる．
（1） 自然界のあらゆる素粒子と重力を含む全ての相互作用を統一的に

記述する究極の理論としての超弦理論の研究，
（2）量子重力理論および量子宇宙論，
（3） 超対称性や双対性等，場の量子論・弦理論における非摂動効果や

対称性の研究，
（4） クォーク・グルーオンの基本理論としての量子色力学に基づくハ

ドロンの構造や相互作用についての非摂動論的な研究，
（5）有限温度・密度での量子色力学，
（6） ヘリウムの多孔質媒質中での超流動転移・二次元超流体の渦のダ

イナミックスなど量子凝縮系の様々な性質の解明，
（7） 化学反応における原子の動力学，特に原子の運動がカオス的であ

る場合に現れる「ランダム性」の起源・性質の研究等．
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量子色力学で記述される無限系の模式的相図 
（T；温度，μ；バリオン数化学ポテンシャル，m；
クォーク質量）．
（a）低温低密度では，核子（陽子・中性子）に代表さ
れるハドロンが基本的な自由度であるが，宇宙初期
のような高温低密度ではクォークとグルオンが基本
自由度となるプラズマ相に転移する．u, dクォークの
質量が零の場合には厳密なカイラル対称性が存在し，
クォーク反クォークの真空対凝縮体が秩序変数にな
る．この相境界には一次相転移から二次相転移に移行
する三重臨界点（TCP）の存在が示唆されている．ま
た，近年は，中性子星中心のような低温高密度におい
て，クォーク対凝縮に特長付けられる超伝導相の可能
性が議論されている．

（b）カイラル対称性に対して，u, dクォーク質量は「磁
場」のような働きをする．T-µ-m空間での相図を描く
と三重臨界点の様相が明確になる（カラー超伝導相を
省略）．現実の u, dクォークには小さいが有限の質量
がある．

相関基礎科学系 自然構造解析学大講座

○Pure Spinor Formalism for Superstring
○ Thermodynamic quantities of non-extremal black p-brane and large N   
D-brane systems
○古典カオス散乱の半古典量子化
○ 2本及び 3本スピン鎖梯子系における低エネルギー励起
○Recombination of Intersecting D-branes
○ Dブレインを用いた素粒子の有効模型
○トポロジカルストリングとそのブラックホール物理への応用
○ゲージ /重力対応における 1/2BPSセクターの構造
○不規則散乱に起因する量子力学的遷移確率の揺らぎ

博士論文・修士論文の主なテーマ

太田　浩一（原子核理論）
風間　洋一（素粒子論）
米谷　民明（素粒子論）

加藤　光裕（素粒子論）
染田　清彦（理論化学）
和田　純夫（素粒子論）

橋本　幸士（素粒子論）
藤井　宏次（原子核理論）
簑口　友紀（低次元量子流体）

担当教員と専門分野

 大 講 座 紹 介

（a）

（b）



自然の示す複雑さの起源を探り，記述し，これを理解することを目
指し研究と教育を行っている．原子核から固体物理，流体，生命系，
社会現象までの幅広い分野を対象としているが「複雑な運動や要素間
の複雑な関係性をいかに記述し理解するか ?」などの問題意識を持っ
て，非線形動力学，統計力学等の手法をふまえて複雑系の諸現象の解
明に挑んでいる．非線形系でのカオスについては，特に大自由度のカ
オスや時空カオスの研究が行われている．分子機械，粉体，乱流，破
壊現象等を例にして，現象論的にモデル化し，共通する普遍的な性質
を抜きだし解析している．関連して，熱力学というマクロ現象論の古
典的理論を操作論的な観点から再定式し広げていく研究も進められて
いる．また，力学系の研究をふまえて脳，進化，発生の構成的理論化
がシミュレーションとともに行われており，これは駒場における生命
システムをつくる実験と共同して進行中である．一方，量子力学と古
典的カオスをつなぐ「量子カオス」の研究についてはランダム行列の
理論との関係でも進められており，これは乱雑さを含んだ系の相転移
といった物性物理，統計力学研究とも関連している．また，よりミク
ロなレベルでは原子核やハドロンも有限量子多体系としての量子性と
非線形性が顕著に現れる研究対象であり，高エネルギー原子核反応に
おけるハドロン物質からクォーク物質への相転移などの研究が展開さ
れている．また，非線型系やランダム系でも解ける場合が宝石のよう
に埋まっており，その数理的な構造を統計力学，場の理論，組み合わ
せ論，表現論等を用いて探ることも活発になされている．
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力学系から細胞システムへ
背景：時空カオスのパタン．左下：化学反応の組であ
らわされる細胞が相互作用した時の化学成分の軌跡が
いくつかのタイプへと分化する例．右上：そのような
モデルからあらわれる細胞系譜．

相関基礎科学系 複雑系解析学大講座

○ハドロン・原子核のカラーグラス凝縮体模型とその非線形量子発展
○粉体の静力学 : 履歴に依存した構成方程式
○量子群の結晶基底とソリトンセルオートマトン
○動的ネットワークにおける自発的構造形成
○分化、進化、記号化 : 多成分反応拡散系による構成
○非平衡定常状態のダイナミックスからの構成
○細胞分化の動的モデル
○分子スペクトルからダイナミックスへ : 振動波動関数の構築と解釈
○速いスケールから遅いスケールへの統計的性質の伝搬
○自己参照関数方程式と自然言語
○ガラス熱力学

博士論文・修士論文の主なテーマ

金子　邦彦（非線形・複雑系現象論）
氷上　　忍（統計力学）
松井　哲男（原子核理論）

國場　敦夫（非線形解析学）
佐々　真一（非平衡基礎論）

柴田　尚和（物性理論）
藤本　仰一（非線形動力学）
野口　　徹（高分子物理）
猪野　和住（物性理論）
堺　　和光（統計力学）

担当教員と専門分野

 大 講 座 紹 介



本大講座では，理論と実験との緊密な連携により物質の構造と物性
との関係を明らかにし，そこから新しい機能を引き出すことを目標と
している．分子から固体レベルに至る物質の階層に応じて特異的に現
れる機能について，その発現機構を解明していくことを目指している．
物質の特異な性質は主に電子のおかれた環境の多様性・複雑性を反
映している．特に固体凝縮系を形成したときの機能は，しばしば我々
の予測をはるかに越えたものがある．高温超伝導，量子ホール効果な
どがその典型例である．これらの現象の起源を広い視点から説き明か
し，新たな物性科学のパラダイムを見いだすための研究が行われてい
る．具体的には，人工原子による単電子トランジスター等のメゾスコ
ピック系量子現象，低次元伝導物質の特異な輸送現象，酸化物による
高温超伝導，さらには遷移金属錯体での光による磁性の変化に注目し
た新しいタイプの記憶素子の研究などがなされている．
また，単核とクラスターの機能を結び付ける新規錯体を合成し，そ
の構造や性質を明らかにすることを通じて原子，分子クラスターの生
成，構造さらにその解離機構を明らかにする研究，分子間相互作用の
本質の解明に基づき，分子クラスターレベルの機能を解析する研究，
反応速度理論の研究，反応に対する磁場効果などから，分子間相互作
用の顕著に現れる場合としての化学反応の本質を解明していく研究な
ども行われている．
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相関基礎科学系 機能解析学大講座
 大 講 座 紹 介

単一テラヘルツ光子計測で見る量子ホール素子
中の非平衡電子分布
強磁場中 2次元電子は低温でその運動エネルギーが量
子化され，さらにある条件が整えば縦抵抗ゼロでかつ
ホール抵抗が量子化される（量子ホール効果）．光子
検出器を使って量子ホール素子を高感度に顕微観察す
ると，ある 状況下では局所的にテラヘルツ光子が放出
されることがわかった．この単一 テラヘルツ光子計測
により，電気抵抗測定では得られない多彩な非平衡電
子ダイナミクス（電流端子における電子注入や非平衡
エッジチャネルによる反転分布形成）などを明らかに
している．

○強磁場中二次元電子系の位相干渉性に関する実験的研究
○ Protein Gの Unfolding Pathwayについて
○梯子型ハイゼンベルグ反強磁性スピン系の不純物と格子変位の効果
○量子ホール効果状態の崩壊と熱活性化型伝導度
○熱浴中における調和振動子のポテンシャル揺らぎ
○高温超伝導体磁束格子系のダイナミクスの研究
○高周波電磁応答をプローブとした銅酸化物高温超伝導体の混合状態における電子状態の研究
○レニウム担特メソポーラスアルミナを触媒とするオレフィンメタセシス反応の研究

博士論文・修士論文の主なテーマ

尾中　　篤（触媒化学）
小島　憲道（無機物性化学）
小宮山　進（物性物理学）
下井　　守（錯体の合成・構造）
永田　　敬（クラスター物理化学）
吉岡大二郎（物性物理学）

植田　直志（分子物理学）
加藤　雄介（物性物理学）
酒井　邦嘉（脳機能解析学）
前田　京剛（物性物理学）
村田　　滋（有機光化学）
森田　昭雄（理論統計物理化学）

生嶋　健司（物性物理学）
井口　佳哉（クラスター物理化学）
伊藤　健吾（物理化学）
榎本　真哉（物性化学）
河野　泰朗（錯体合成化学）
北野　晴久（物性物理学）
鳥海　弥和（分子分光学）

担当教員と専門分野



計測技術の開発は新しい科学的知見の獲得を可能にし，ひいては新
しい自然観をも生み出してきた．本大講座では，計測の基礎から応用
に至るまでの実践的な教育・研究を行い，様々な自然現象の底流にあ
る真理を探究するための新しい測定法を開拓・開発することをめざし
ている．特に，様々なプローブ（光，多価イオン，励起原子，冷却原
子，陽電子，反陽子など）を用いた新しい計測法の開発，および極限
的な物質状態の計測を行う．また，コンピューターを最大限に活用す
ることにより従来の測定法では生かしきれていなかった情報を引き出
す新しい測定法，さらに環境計測の基礎となる概念や技術の創成も行
う．具体的な研究内容の一部を以下に挙げる．
（1）中性原子気体のボーズ・アインシュタイン凝縮，光共振器による
単一原子の観測および制御

（2）反応中間体として存在するフリーラジカルやラジカル錯体の分子
構造およびそのダイナミックス

（3）超高速化学反応のダイナミクス，分子のダイナミクスに付随する
カオスとその量子化の理論および半古典力学の展開

（4）陽電子と固体の電子や格子欠陥の相互作用，ポジトロニウムと気
体分子の反応

（5）低速多価イオンによる表面原子のステレオケミストリーとナノ
ドット形成，超低速反陽子ビームによる反陽子原子・反水素生成，
不安定原子核ビーム生成と半衝突の研究

（6）レーザー多光子過程を用いたナノ物質系の構造制御と構造解析
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HOOOラジカルの回転スペクトルと分子構造
気相中での三酸化水素ラジカル（HOOO）の回転ス
ペクトル（a）．（a）の信号をモニターしながら別のミ
リ波を導入することで観測された二重共鳴スペクトル
（b）．観測された遷移周波数から決定した HO3ラジカ
ルの分子構造（c）．中央の OO結合距離が異常に長
いことから，OHラジカルと酸素分子が弱く結合して
HO3ラジカルを形成していることが分かる．HO3の気
相中での存在が確かめられたことで，大気中の OHラ
ジカルのふるまいに HO3が無視できない影響を与える
可能性が高まった．

相関基礎科学系 物質計測学大講座

○Accumulation of a large number of antiprotons and production of an ultra-slow antiproton 
beam
○ Spectroscopic studies of transient molecules relevant to atmospheric chemistry
○多自由度カオスの半古典量子化
○クラスターの蒸発に関する統計反応理論
○液体表面分子の溶媒和構造と反応の解明
○ 2次元磁気光学トラップを用いた高輝度極低温原子線源の開発
○ボース凝縮体における 2光子ラマン過程を用いた光情報の転写
○陽電子消滅寿命 - 運動量相関測定法による鉛の原子空孔生成エネルギーの測定

博士論文・修士論文の主なテーマ

 大 講 座 紹 介

遠藤　泰樹（分子分光学）
久我　隆弘（量子光学）
高塚　和夫（理論分子科学）
兵頭　俊夫（物性物理学）
山崎　泰規（粒子線物理学）

鳥井　寿夫（原子物理学）
真船　文隆（分子物理化学）

牛山　　浩（理論分子科学）
齋藤　晴雄（物性物理学）
住吉　吉英（分子分光学）
鳥居　寛之（原子衝突）
畠山　　温（原子物理学）
吉川　　豊（量子エレクトロニクス）
齋藤　文修（物性物理学）

担当教員と専門分野



人間社会の高度な発展を支えるには，将来のニーズに応える新物質を常に
設計・創造していく必要がある．一方でこれらの物質と自然環境や人間社会
との関わりについての深い洞察が求められている．本大講座では，物性理論，
物性物理，表面科学，物性化学，有機・無機合成を専門とする研究者が集結し，
上記の方向に沿った研究と次世代のマテリアルサイエンスを担いうる人材の
育成に努めている．以下に大講座がここ数年間行ってきた主な研究テーマや
成果を紹介する．

（1）物質構造を高圧によって自由に制御することによる分子性導体の超伝
導や特異な電子状態の制御と新規電子物性の解明
（2）有限マクロ系の異常な量子状態ついて，一般論を構築し，相転移や量
子計算機などで重要な役割を演じていることを解明．
（3）高次機能を示す分子システム・金ナノ粒子と分子ワイヤーからなるネッ
トワーク回路・ジャイアントベシクルを用いた人工細胞モデル
（4）He*（23S）などの準安定原子を利用した新しい電子放射顕微鏡の開発お
よび新規な表面電子物性・表面反応を探索
（5）有機物質の多様な性質を分子レベルで統一的に理解することを目指し
た結晶中の有機分子の運動および反応機構の解明
（6）金属錯体をホストとする包接化合物の研究．新規ホスト開発，機能性
物質への展開，ゲスト分子運動とその配向挙動など．
（7）半導体中の電子と輻射場の相互作用の設計・制御．Siにおける光増幅，
超高効率 Siベース LED等．結晶成長ほか量子効果の探索的研究
（8）計算機シミュレーション方法の開発とその応用による物質特性の研究

（ランダムな磁性体の相転移現象とその非平衡緩和現象の解明等）
（9）光，熱，圧力，蒸気等周りの環境・刺激に応答して電子が出入りした
り配位構造が変化したりして物性や機能を変える金属錯体の創成
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天然に存在する長鎖脂肪酸であるオレイン酸は，それ
自身分子内にキラリティーを持たないが，特定の pHに
おいてはミクロンスケールの螺旋状構造体へ自己集合
する．この構造体は可動性を有しており，螺旋の巻き
直し等のダイナミクスを示す．

相関基礎科学系 物質設計学大講座

○ノイズ下におけるShor のアルゴリズムの安定性
○半導体ナノテクノロジーによる電磁波輻射過程とキャリアダイナミクスの精密制御
○一軸性ひずみによる擬二次元有機導体α-（BEDT-TTF）2MHg（SCN）4 [M=K, NH4] の電子物性制御
○スピン分極ドナーの構造化とその物性
○メタステーブル原子電子分光によるNi 単結晶上吸着子の電子状態
○サリチリデンアニリン類のクロミズム
○Hofmann 型および関連包接体における 1,4- ジオキサンゲストの分子運動
○長鎖アルキル基の導入によるハロゲン架橋一次元混合原子価白金錯体の構造制御と新規物性

博士論文・修士論文の主なテーマ

鹿児島誠一（電子物性，超伝導）
清水　　明（量子物理学・物性理論）
菅原　　正（分子機能化学）
増田　　茂（固体表面科学）

小川桂一郎（有機固体化学）
錦織　紳一（包接集合体化学）
深津　　晋（固体量子物性）
福島　孝治（物性理論・統計物理）
松下　信之（錯体化学・物性化学）

青木　　優（固体表面科学）
金子　智行（生物物理学）
川本　　清（表面物性）
近藤　隆祐（電子物性）
関谷　　亮（超分子化学）
原田　　潤（有機結晶化学）
松下未知雄（有機物性化学）

担当教員と専門分野

 大 講 座 紹 介



広域科学専攻では，現在，6名の方に客員教授および客員助教授をお願いしている．系別の内訳は，生命環境系2名，広域システム系2名，
相関基礎科学系 2名である．客員教授の制度は，当初，東京大学広域科学専攻と国立や民間の研究所で高いレベルの研究をしていると
ころとの間で，相互に情報交換し，互いを活性化しようとして始められたものである．
その後，駒場全体の大学院重点化を契機に質的にも変化し，客員教授の方に広域科学専攻で大学院生向けの講義をしていただいたり，
一部大学院生の指導をお願いすることとなった．これによって，相互の学問的結びつきが強まり，お互いの研究の活性化につながって
いる．客員教授の任期は最長 5年で，原則的には単年度更新となっている．

■生命環境科学系
大野茂男 （横浜市立大学大学院医学研究科分子細胞生物学医学部分子生物学教室（旧第 2生化学））
私たちの研究室では「遺伝子・分子・細胞」を軸に「生体・ヒト」を調べる様々な方法論を駆使して「生命・ヒト・疾患」に関わる
「本質的な疑問」の解決を目指した研究を進めている．これを通じて，「わくわくする」「研究の楽しさ」を教員スタッフと学生が共
有することも大きな目的である．
私たちは，細胞内シグナル伝達機構の解析の過程で，細胞の非対称性（細胞極性）を制御する普遍的な機構（PAR-aPKC系）がある
ことを見出した（1998年）．PAR-aPKC系は，線虫受精卵やショウジョウバエ神経芽細胞の非対称分裂，哺乳動物の上皮細胞やニュー
ロンなど，一見全く異なった局面における，細胞内の空間秩序（極性）の構築と再構築の過程で必須の役割を果たしている．発生及
び生体機能面で死活的に重要な上皮細胞においては，細胞接着や細胞間接着の形成過程と密接に関わりながら，膜ドメインの形成さ
れる位置を制御している．現在，PAR-aPKC系の作動原理に加え，マウス個体レベルでの解析を通じて，発生，組織形成，がん化の
観点から，一個の細胞の極性の生物学的な意義のさらなる追求を進めている．
もう一つの研究テーマは，mRNAの品質監視の機構である．遺伝子変異や転写後過程のミスにより，ナンセンスコドンを含む異常な
mRNAが生じる．このような mRNAは特異的に識別され分解排除されている．この識別過程の分子機構と生理的な意義，さらに，
がんや遺伝性疾患における役割の解析を進めている．

篠崎一雄 （独立行政法人理化学研究所，植物科学研究センター，センター長）
1． 高等植物での環境ストレス応答の分子機構 :高等植物のモデル生物シロイヌナズナを用いて，乾燥，低温，塩などの環境ストレ
スに応答して誘導される遺伝子群を同定し，これらの応答のシス配列やトランス因子を多数同定しています．また，タンパク質
のリン酸化やカルシウムだけでなく植物ホルモンアブシジン酸が，環境ストレス応答の重要な制御因子として働いていることを
明らかにしています．このようなさまざまな応答におけるシグナル伝達経路を複数同定することにより，植物における複雑なク
ロストークのしくみを明らかにしています．

2． モデル植物の遺伝子とゲノムの機能解析 :モデル植物であるシロイヌナズナのゲノム解析と植物の遺伝子の機能解析を進めてい
ます．シロイヌナズナの完全長 cDNAの網羅的解析から発現遺伝子リストを作成し，世界中の研究者と共同研究を進め，遺伝子
の機能解析を進めています．さらにトランスポゾンなどを用いて挿入変異体を系統的に作成し，発生，分化や環境応答に関わる
多くの遺伝子の機能を多角的に解析しています．

■広域システム科学系
深津武馬 （産業技術総合研究所 生物機能工学研究部門　生物共生相互作用研究グループ 研究グループ長）
自然界では，生物は周囲の物理的な環境はもちろんのこと，他のさまざまな生物とも密接なかかわりをもってくらしている．すなわ
ち，個々の生物は生態系の一部を構成しているし，体内に存在する多様な生物群集を含めると，個々の生物がそれぞれに生態系を構
築しているという見方もできる．
非常に多くの生物が，恒常的もしくは半恒常的に他の生物（ほとんどの場合は微生物）を体内にすまわせている．このような現象を「内
部共生」といい，これ以上にない空間的な近接性で成立する共生関係のため，きわめて高度な相互作用や依存関係がみられる．この
ような関係からは，しばしば新規な生物機能が創出される．共生微生物と宿主生物がほとんど一体化して，あたかも 1つの生物のよ
うな複合体を構築することも少なくない．
我々は昆虫類におけるさまざまな内部共生現象を主要なターゲットに設定し，さらには関連した寄生，生殖操作，形態操作，社会性
などの高度な生物間相互作用をともなう興味深い生物現象について，進化多様性から生態的相互作用，生理機能から分子機構にまで
至る研究を多角的なアプローチからすすめている．基本的なスタンスは，高度な生物間相互作用をともなうおもしろい独自の生物現
象について，分子レベルから生態レベル，進化レベルまで徹底的に解明し，理解しようというものである．

宮坂　力 （桐蔭横浜大学大学院工学研究科 教授）
本郷の大学院時代から光エネルギーの電気化学的変換や太陽エネルギー利用にかかわる研究を行なってきました．光電気化学が私の
専門分野です．この分野は光化学，物理，界面科学，ナノ材料工学などが交わって 1つのシステムを作りあげるまさに複合領域です．
講義では，システムの模範となる光合成の分子メカニズムの議論，システム効率を評価する環境エネルギー論もかかわってきます．
研究ではこの複合領域を次のような応用展開にむすびつけます．
1） 新しい色素増感型太陽電池の創製と高効率化：曲げられるフィルム状の太陽電池や蓄電も可能な新型の太陽電池を開発する．
2） 網膜の機能をもつ光センサの創製：感光性たんぱく質を固定化した電気化学素子で動きや輪郭をセンシングする．
3） 光を用いるバイオセンシングシステム：微量の DNAを光誘起電子移動反応によって高感度に検出するデバイスの提案．
4） 光とナノ粒子を用いる医療技術の開発（光線力学治療法）：色素増感ナノ粒子を癌の患部に投与し体外からの光照射で癌細胞を殺
傷する．

■相関基礎科学系
田原太平 （理化学研究所  分子分光研究室  主任研究員）
極限的分子分光を用いて凝縮相複雑系における分子素過程ダイナミクスの研究を進めている．時間・空間スケールを選択した分光測
定によって，分子とそのおかれた環境の応答に対する総合的理解を得ることを目指している．特に現在，極短フェムト秒パルスを用
いた核運動の実時間観測，フェムト～ミリ秒時間分解分光による凝縮相反応ダイナミクスの解明，時空間分解分光による不均一複雑
系の極微ダイナミクスの観測，に対する研究を展開している．

斉藤真司 （分子科学研究所 計算分子科学研究系）
溶液や生体系などの凝縮系におけるダイナミクスや緩和について分子シミュレーションを用いた研究を進めている．分子動力学シ
ミュレーションなどを駆使し，液体，過冷却液体，相転移過程，化学反応，生体系における運動や遅い揺らぎの解析を行っている．また，
現段階では実験研究の非常に困難な多次元分光法などの理論・数値計算により，これまでにない詳細な運動・構造解析の可能性を探っ
ている．
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業績リスト（2000.  12─2001.  11）

生命環境科学系
浅島　誠（Makoto Asashima）
Qinghua Tao, Yokota, C., Helbert Puck, Matt Kofron, Bilge Birsoy, Dong Yan, Asashima, M., C. C. Wylie, Xinhua Lin, and Janet 

Heasman. Maternal Wnt11 activates the canonical Wnt signaling pathway required for axis formation in Xenopus embyos. Cell, 
120, 1-15, 2005. 

Goto, T., L. Davidson, M. Asashima, R. Keller. Planar cell polarity genes regulate polarized extracellular matrix deposition during 
frog gastrulation. Current Biology, 15, 1-7, 2005. 

Myoishi, Y., Furue, M., Fukui, Y., Okamoto, T., Asashima, M. Induction of tooth and eye by transplantation of activin A-treated, 
undifferentiated presumptive ectodermal Xenopus cells into the abdomen. Int. J. Dev. Biol., 48（10）, 1105-1112, 2004. 

Michiue, T. and Asashima, M. Temporal and spatial manipulation of gene expression in Xenopus embryos by injection of heat shock 
promoter-containing plasmids. Developmental Dynamics, 232, 369-376, 2005. 

Abe, T., Furue, M., Kondow, A., Matsuzaki, K., Asashima, M. Notch signaling modulates the nuclear localization of carboxyl-
terminal-phosphorylated smad2 and controls the competence of ectodermal cells for activin A. Mechanisms of Development, 
122, 671-680, 2005. 

Li, Dong-hui, Chan, T., Satow, R., Komazaki, S., Hashizume, K., Asashima, M. The role of XTRAP-γin Xenopus pronephros 
development. Int. J. Dev. Biol., 49（4）, 401-408, 2005. 

Honda, M., Hamazaki, S. T., Komazaki, S., Kagechika, H., Shudo, K., Asashima, M. RXR agonist enhances the differentiation of 
cardiomyocytes derived from embryonic stem cells in serum-free conditions. B. B. R. C., 333, 1334-1340, 2005. 

Kobayashi, H., Michiue, T., Yukita, A., Danno, H., Sakurai, K., Fukui, A., Kikuchi, A., Asashima, M. Novel Daple-like protein 
positively regulates both the Wnt/b-catenin pathway and the Wnt/JNK pathway in Xenopus. Mechanisms of Development, 122
（10）, 1138-1153, 2005. 

Yoshida, S., Furue, M., Nagamine, K., Abe, T., Fukui, Y., Myoishi, Y., Fujii, T., Okamoto, T., Taketani, Y., Asashima, M. Modulation 
of activin a-induced differentiation in vitro by vascular endothelial growth factor in Xenopus presumptive ectodermal cells. In 
Vitro Cell. Dev. Biol. - Animal, 41（3）, 104-110, 2005. 

Furue, M., Okamoto, T., Hayashi, Y., Okochi, H., Fujimoto, M., Myoishi, Y., Abe, T., Ohnuma, K., Sato, H. Gordon, Asashima, M., 
Sato, J. Denry. Leukemia inhibitory factor as an anti-apoptotic mitogen for pluripotent mouse embryonic stem cells in a serum-
free medium without feeder cells. In Vitro Cell. Dev. Biol. - Animal, 41（1）, 19-28, 2005. 

Kitamoto, J., Fukui, A., Asashima, M. Temporal regulation of global gene expression and cellular morphology in Xenopus kidney 
cells in response to clinorotation. Advances in Space Research, 35（9）, 1654-1661, 2005. 

Nagamine, K., Furue, M., Fukui, A., Asashima, M. Induction of cells expressing vascular endothelium markers from 
undifferentiated Xenopus presumptive ectoderm by co-treatment with activin and angiopoietin-2. Zoological Science, 22, 
755-761, 2005. 

Ishioka, N., Suzuki, H., Asashima, M., Kamisaka, S., Mogami, Y., Ochiai, T., Aizawa-Yano, S., Higashibata, A., Ando, N., Nagase, M., 
Ogawa, S., Shimazu, T., Fukui, K., Fujimoto, N. Development and verification of hardware for life science experiments in the 
Japanese experiment module “KIBO” on the international space station. Journal of Gravitational Physiology, 11（1）, 81-92, 
2005. 

Sugimoto, K., Hayata, T., Asashima, M. XBtg2 is required for notochord differentiation during early Xenopus development. Develop. 
Growth Differ., 47（7）, 435-443, 2005. 

Kurisaki, A., Hamazaki, S. T., Okabayashi, K., Iida, T., Nishine, T., Chonan, R., Kido, H., Tsunasawa, S., Nishimura, O., Asashima, 
M., Sugino, H. Chromatin-related proteins in pluripotent mouse embryonic stem cells are downregulated after removal of 
leukemia inhibitory factor. B. B. R. C., 335, 667-675, 2005. 

Asashima, M. Structure and sequential gene expression of in vitro-induced pronephros （kidney） in the amphibian development. 
Kidney International, 68（5）, 1963, 2005. 

浅島 誠. 新しく展開する発生生物学. 実験医学増刊, 23（1）, 14-19. 羊土社, 2005. 
浅島 誠, 福井 彰雅. エピジェネティクス. 細胞生物学事典, 朝倉書店, 2005. 
浅島 誠, 高橋 秀治. オーガナイザー . 細胞生物学事典, 朝倉書店, 2005. 
浅島 誠, 福井 彰雅. 中胚葉誘導. 細胞生物学事典, 朝倉書店, 2005. 
浅島 誠, 道上 達男. TGF-βファミリー . 細胞生物学事典, 朝倉書店, 2005. 
浅島 誠, 浜崎 辰夫. モルフォゲン. 細胞生物学事典, 朝倉書店, 2005. 
有泉 高史, 高橋 秀治, 浅島 誠. 両生類の初期胚を用いた細胞分化と器官形成の基礎研究. ティッシュエンジニアリング 2005. 日
本組織工学会監修, 田畑 泰彦, 岡野 光夫編集. 日本医学館. 45-56, 2005. 

道上 達男, 浅島 誠. ツメガエル初期発生におけるWntシグナリングの役割－さまざまなモデル生物を用いた発生学および生化
学の研究からわかったこと. 実験医学増刊, 23（1）, 73-80. 羊土社, 2005. 

後原 綾子, 浅島 誠. アフリカツメガエル初期胚を用いた試験管内における眼の形成と移植実験系の確立. 炎症・再生, 25（2）, 
107-112. 日本炎症・再生医学会, 2005. 

伊藤 弓弦, 有泉 高史, 浅島 誠. 両生類多分化能細胞を用いた試験管内での器官構築. 発生システムのダイナミクス. 蛋白質核酸
酵素, 50（6）, 699-705, 2005. 

浅島 誠, 長船 健二. 163腎臓形成. 予防医学事典. 松島 綱治, 酒井 敏行, 石川 昌, 稲寺 秀邦（編）. 369-371. 朝倉書店, 2005. 

業績リスト
リスト内の《　》表記は , オンラインジャーナル等の
論文番号およびそれに関連する情報を示すものです . 

（2004. 12─ 2005. 11）
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道上 達男, 浅島 誠. 両生類の頭部形成にWntシグナリングはどのようにかかわるのか. 生体の科学. 56（4）, 303-310, 2005. 
セン徳川, 浅島 誠. 腎臓発生研究の進歩と展望. 腎と透析. 59（3）, 453-457. 東京医学社, 2005. 
浅島 誠（編集）. 発生・分化・再生研究 2005. 実験医学増刊. 23（1）. 羊土社, 2005. 
浅島 誠. 序. 実験医学増刊. 23（1）. 羊土社, 2005. 
浅島 誠. 科学を社会全体の知的財産として表現できる科学コミュニケーターを （特集:科学コミュニケーション－生物学と社会
の新しい関係づくり－）. 遺伝. 59（1）, 81-83. 裳華房, 2005. 

浅島 誠. 生命科学最前線～「発生」の神秘と生命のドラマ はあもにぃ（TEPCOセミナー会員会報誌）, 2005. 
浅島 誠. 生命科学の流れと今後の課題について（New tasks in the study of life science）. シュプリンガー・サイエンス. 19（4）, 

2004. 
浅島 誠. 執念で発見!器官形成の誘導物質. 科学者になる方法－第一線の研究者が語る（JSTプレスルーム編）. 70-75. 東京書籍, 

2005. 
浅島 誠 他（監修）. 理科年表 平成 17年（2005）, 第 78冊. 1015pp, 丸善株式会社, 2004. 
大島 康行, 浅島 誠, 高橋 正征, 原沢 英夫, 松本 忠夫 編. 理科年表 環境編. 320pp, 丸善, 2005. 
小林 康夫, 山本 泰（編）. 教養のためのブックガイド, 第II部座談会“教養と本”. 69-120, 東京大学出版会, 2005. 
浅島 誠. 第 17回内藤コンファレンス 「幹細胞の維持と分子の分子基盤［I］を終えて（幹細胞の維持と分子の分子基盤［I］発表概
要）. 内藤財団時報. 75, 42-48, 内藤記念科学振興財団, 2005. 

浅島 誠（協力）. 試験管の中で「拍動する心臓」ができた!（人体はどこまで再生可能か「幹細胞」と「ティッシュエンジニアリング」
による人体再生）. Newton別冊 人体の構造と機能をひもとく 新・解体新書. 118-119, ニュートンプレス, 2005. 

浅島 誠. 「学術研究の最先端への学生参加」. 生産研究. 57（4）, 3-8, 東京大学生産技術研究所所報, 2005. 
浅島 誠. 器官形成と再生科学. 21世紀フォーラム. 97, 55-65. （財）政策科学研究所, 2005. 
浅島 誠（共著：岡林 浩嗣）. ES細胞の利用. 医の倫理－ミニ事典. 日本医師会雑誌. 134（2）, 228, 2005. 
浅島 誠（翻訳）. Oxford分子医科学辞典. 1160pp, 共立出版, 2005. 

跡見　順子（Yoriko Atomi）
Sakurai, T., Fijita, Y., Ohto, E. and Atomi, Y.. Associating changes of cytoskeleton tubulin with molecular chaperone αB-crystallin in 

unloading soleus muscle with/without stretching. FASEB J, 19, 1199-1201, 2005. 
跡見 順子「システムとしての生命」から「システムとしての発達を考える」ベビーサイエンス 4, 2004. 
跡見 順子「からだは細胞のすみか：そしてあるじは私─自分を知る生命科学─」16歳からの東大冒険講座 1　記号と分化/生命
（東京大学教養学部編）, 培風館, 215-243, 2005. 

池内　昌彦（Masahiko Ikeuchi）
Iwai, M., Katoh, H., Katayama, M., Ikeuchi, M. PSII-Tc protein plays an important role in dimerization of Photosystem II. Plant Cell 

Physiol. 45, 1809-1816, 2004. 
Yoshihara, S., Katayama, M., Geng, X., Ikeuchi, M. Cyanobacterial phytochrome-like PixJ1 holoprotein shows novel reversible 

photoconversion between blue- and green-absorbing forms. Plant Cell Physiol. 45, 1729-1737, 2004. 
Kondo, K., Geng, X., Katayama, M. and Ikeuchi, M. Distinct roles of CpcG1 and CpcG2 in phycobilisome assembly in the 

cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803. Photosynth. Res. 84, 269-273, 2005. 
Ohta H, Shibata Y, Haseyama Y, Yoshino Y, Suzuki T, Kagasawa T, Kamei A, Ikeuchi M, Enami I. Identification of genes expressed 

in response to acid stress in Synechocystis sp. PCC 6803 using DNA microarrays. Photosynth. Res. 84, 225-230, 2005. 
Fukushima, Y., Okajima, K., Shibata, Y., Ikeuchi, M., Itoh, S. Primary intermediate in photocycle of a blue light sensory BLUF FAD-

protein Tll0078 of Thermosynechococcus elongatus BP-1. Biochemistry, 44, 5149-5158, 2005. 
Kita, A., Okajima, K., Morimoto, Ikeuchi, M., Miki, K. Structure of a cyanobacterial BLUF protein, Tll0078, containing a novel FAD-

binding blue light sensor domain. J. Mol. Biol., 349, 1-9, 2005. 
Okajima, K., Yoshihara, S., Fukushima, Y., Geng, X., Katayama, M. Higashi, S., Watanabe, M., Sato, S., Tabata, S., Shibata, Y., Itoh, 

S., Ikeuchi, M. Biochemical and functional characterization of BLUF-type flavin-binding proteins of two species of 
cyanobacteria. J. Biochem., 137, 741-750, 2005. 

Zhang, P., Battchikova, N., Paakkarinen, V., Katoh, H., Iwai, M., Ikeuchi, M., Pakrasi, H. B., Ogawa, T., Aro, E. -M. Isolation, subunit 
composition and interaction of the NDH-1 complexes from Thermosynechococcus elongatus BP-1. Biochem. J., 390, 513-520, 
2005. 

Kobayashi, M., Okada, K., Ikeuchi, M. A suppressor mutation in α-phycocyanin gene in light/glucose-sensitive phenotype of psbK-
disruptant of the cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803. Plant Cell Physiol., 46, 1561-1567, 2005. 

石井　直方（Naokata Ishii）
Takarada, Y., Tsuruta, T., Ishii, N. Cooperative effects of exercise and occlusive stimuli on muscular function in low-intensity 

resistance exercise with moderate vascular occlusion. Jap. J. Physiol., 54, 585-592, 2004. 
Yamauchi, J., Mishima, C., Nakayama, S. and Ishii, N. Torque-velocity relation of pedaling movement against stepwise increase in 

load. Int. J. Sport Health Sci., 3, 35-40, 2005. 
Ishii,, N., Madarame, H., Odagiri, K., Naganuma, M., Shinoda, K. Circuit training without external load induces hypertrophy in 

lower-limb muscles when combined with moderate venous occlusion. Int. J. KAATSU Tr. Res., 1, 24-28, 2005. 
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Abe, T., Yasuda, T., Midorikawa, T., Sato, Y., Kearns, F., Inoue, K., Koizumi, K. and Ishii, N. Slkeletal muscle size and circulating 

IGF-I are increased after two weeks of twice daily “KAATSU” resistance training. Int. J. KAATSU Tr. Res., 1, 6-12, 2005. 
Goto, K., Ishii, N., Kizuka, T. and Takamatsu, K. The impact of metabolic stress on hormonal responses and muscular adaptations to 

resistance training. Med. Sci. Sports Exerc., 37, 955-963, 2005. 
Goto, K., Ishii, N., Higashiyama, M. and Takamatsu, K. Prior endurance exercise attenuates growth hormone response to 

subsequent resistance exercise. Eur. J. Appl. Physiol., 94, 333-338, 2005. 
Kawada, S. and Ishii, N. Skeletal muscle hypertrophy after chronic restriction of venous blood flow in rats. Med. Sci. Sports Exerc., 

37, 1144-1150, 2005. 
Sasaki, K. and Ishii, N. Shortening velocity of human triceps surae muscle measured with the slack test in vivo. J. Physiol. （Lond.）, 

567, 1047-56, 2005. 
Tanimoto, M. Madarame, H. and Ishii, N. Muscle oxygenation and plasma growth hormone concentration during and after 

resistance exercise: Comparison between “KAATSU” and other types of regimen. Int. J. KAATSU Tr. Res., 1, 51-56, 2005. 
Ysuda, T., Abe, T., Sato, Y., Midorikawa, T., Kearns, C. F., Inoue, K., Ryushi, T. and Ishii, N. Muscle-fiber cross-sectional area is 

increased after two weeks of twice daily KAATSU-resistance training. Int. J. KAATSU Tr. Res., 1, 65-70, 2005. 
石井 直方. 加圧トレーニングとその応用. アンチエイジング医学, 1, 229-234, 2005. 
石井 直方. 高齢者を対象とした運動指導と注意点:マシントレーニング. 臨床スポーツ医学, 22, 135-142, 2005. 
石井 直方, 安部 孝. 高齢者を対象とした運動指導と注意点:特殊なレーニング̶加圧トレーニング. 臨床スポーツ医学, 22, 

143-142149, 2005. 
石井 直方, 谷本 道哉. 使える筋肉・使えない筋肉. 1-223. 山海堂（東京）, 2005. 
石井 直方, 谷本 道哉. 体脂肪が落ちるトレーニング. 1-175. 高橋書店（東京）, 2005. 
石井 直方, 高木 達也. 楽しい, レジスタンストレーニング入門. 1-111. タッチダウン（東京）, 2005. 

石浦　章一（Shoichi ishiura）
Katsuno, T., Morishima-Kawashima, M., Saito, Y., Yamanouchi, H., Ishiura, S., Muyarama, S., Ihara, Y. Independent accumulations 

of tau and amyloid β protein in the human entorhinal cortex. Neurology., 64, 687-692, 2005. 
Fuke, S., Sasagawa, N., Ishiura, S. Identification and characterization of Hesr1/Hey1 as a candidate trans-acting factor on gene 

expression through the 3’ non-coding polymorphic region of the human dopamine transporter （DAT1） gene. J. Biochem. 137, 
205-216, 2005. 

Oma, Y., Kino, Y., Sasagawa, N., Ishiura, S. Comparative analysis of the cytotoxicity of homopolymeric amino acids. Biochim. 
Biophys. Acta, 1748, 174-179, 2005. 

Mitsuhashi, H., Yoshikawa, A., Sasagawa, N., Hayashi, Y., Ishiura, S. Denervation enhances the expression of SHPS-1 in the rat 
skeletal muscle. J. Biochem. 137, 495-502, 2005. 

Sugiura, M., Fuke, S., Suo, S., Sasagawa, N., Van Tol, H. H. M., Ishiura, S. Characterization of a novel D2-like dopamine receptor 
with a truncated splice variant and a D1-like dopamine receptor unique to invertebrates from Caenorhabditis elegans. J. 
Neurochem. 94, 1146-1157, 2005. 

Asai, M., Hattori, C., Iwata, N., Saido, S. C., Sasagawa, N., Szabo, B., Hashimoto, Y., Maruyama, K., Tanuma, S., Kiso, Y., Ishiura, S. 
A novel β–secretase inhibitor KMI-429 reduces amyloid β peptide （Aβ） production in amyloid precursor protein （APP） 
transgenic and wild-type mice. J. Neurochem. 94, doi:10. 1111/j. 1471, 2005. 

Ishiura, S., Kino, Y., Nezu, Y., Onishi, H., Ohno, E., Sasagawa, N. Regulation of splicing by MBNL and CELF family of RNA-binding 
protein. Acta Myologica. 14, 74-77, 2005. 

石浦 章一. 筋強直性ジストロフィー発症のメカニズム. 日本臨床, 63, 515-521, 2005. 
石浦 章一. 大学が求める学生とは. 「将来の入試を乗り越える 15のポイント」2-6. Z会, 2005. 
石浦 章一. 家族性パーキンソン病とそうでないものの違い. 臨床医
石浦 章一. 怪しい科学の本. 日経サイエンス, 5, 122-123, 2005. 
石浦 章一. 青春の一冊 カーター・ディクスン「ユダの窓」. 東京大学新聞
石浦 章一. ドパミントランスポーター遺伝子多型と遺伝子発現・疾病. 医学のあゆみ, 213, 841-843, 2005. 
石浦 章一. トリプレットリピート病とタンパク質の進化. 医学のあゆみ, 214, 647-651, 2005. 
石浦 章一. 先生の嫌がる「授業評価」. それが学生と教員の信頼関係を築く. 学研・進学情報, 6, 2-5, 2005. 
石浦 章一. 著者に聞く. 週間東洋経済. 4/305/7合併号. 129, 2005. 
笹川 昇, 石浦 章一. 筋強直性ジストロフィープロテインキナーゼ（DMPK）. 生体の科学, 56, 390-391, 2005. 
笹川 昇, 石浦 章一. 筋強直性ジストロフィーの分子生物学的発症機構. 臨床検査, 49, 1162-1165, 2005. 
石浦 章一. RNA病としての筋強直性ジストロフィー . 臨床神経学, 45, 828-830, 2005.
石浦 章一. 東大教授の通信簿. 平凡社新書, 2005. 
石浦 章一. ヒトゲノムの解読と人権. 16才からの東大冒険講座I（東京大学教養学部編）. 189-214. 培風館, 2005. 
石浦 章一. 筋強直性ジストロフィー発症とRNA機能障害仮説. Ann. Rev. 神経 2006, 264-286, 2005.
石浦 章一. 生命科学研究の立場から. 「危機に立つ日本の理科教育」. 140-146. 明石書店, 2005. 
石浦 章一, 兵頭 俊夫：文系でも読める自然科学の新しい<常識>. 教養のためのブックガイド（小林 康夫, 山本 泰 編）. 145-164. 
東京大学出版会, 2005. 
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今村　保忠（Yasutada Imamura）
K. Asamura, S. Abe, Y. Imamura, A. Aszoli, N. Suzuki, S. Hashimoto, Y. Takumi, T. Hayashi, R. Fössler, Y. Nakamura, S. Usami, 

Type IX Collagen is crucial for normal hearing, Neuroscience, 132, 493-500, 2005. 
N. Suzuki, K. Asamura, Y. Kikuchi, Y. Takumi, S. Abe, Y. Imamura, T. Hayashi, A. Aszoli, R. Fössler, S. Usami, Type IX collagen 

knock-out mouse shows progressive hearing loss, Neuroscience Res. 51, 293-298, 2005. 
今村 保忠 （2005） 朝倉書店「予防医学事典」（松島 綱治, 酒井 敏行, 石川 昌, 稲寺 秀邦 編集）”細胞外マトリックス“ 

枝松　正樹（Masaki Edamatsu）
Morii H, Shimizu T, Mizuno N, Edamatsu M, Ogawa K, Shimizu Y, Toyoshima YY. Removal of tightly bound ADP induces distinct 

structural changes of the two tryptophan-containing regions of the ncd motor domain. J Biochem., 138（1）, 95-104, 2005.  

大築　立志（Tatsuyuki Ohtsuki）
西平 賀昭, 大築 立志（編著）. 運動と高次神経機能－運動の脳内機能を探険する－. （分担執筆：第 6章 3. 巧みな身体運動と脳活
動（工藤和俊と共著））. 杏林書院, 2005. 

Tomatsu, S. and Ohtsuki, T. The effect of visual transformation on bimanual circling movement. Experimental Brain Research, 166, 
277-286, 2005. 

Ohgane, A., Ohgane, K., Mahara, H. and Ohtsuki, T. Strategy for flexible walking. FORMA, 19, 427-441, 2005. 
Ohgane, A., Ohgane, K., Ei, S., Mahara, H. and Ohtsuki, T. ‘Iinitial state’ coordinations reproduce the instant flexibility for human 

walking. Biological Cybernetics, 93, 426-435, 2005. 

奥野　誠（Makoto Okuno）
Kinukawa, M., Ohmuro, J., Baba, S. A., Murashige, S., Okuno, M., Nagata, M., and Aoki, F. Analysis of flagellar bending in hamster 

spermatozoa: Characterization of an effective stroke. Biol. Reprod., 73, 1269-1274. 2005 
Morita, M., Fujinoki, M., and Okuno, M. K＋-independent motility initiation in chum salmon sperm treated with organic alcohol, 

glycerol. J. Exp. Biol., 208, 4549-4556. 2005 
Nakajima, A., Morita, M., Takemura, A., Kamimura, S. and Okuno, M. pH-dependent and cAMP-independent phosphorylation of 

axonemal proteins associated with flagellar motility activation of starfish sperm. J. Exp. Biol., 208, 4411-4418. 2005 

金野　大助（Daisuke Kaneno）
Yamamoto, T., Kaneno, D., Tomoda, S. The importance of lone pair electron delocalization in the cis-trans isomers of 1, 

2-dibromoethenes. Chem. lett., 34, 1190-1191, 2005. 

金久　博昭（Hiroaki Kanehisa）
Kanehisa, H., Kubo, K., Fukunaga, T. The effects of squat training, using body weight, on the stiffness of tendon structures of the 

vastus lateralis muscle in middle-aged and older women. International Sport Med. Journal, 5, 277-297, 2004. 
Ishiguro, N., Kanehisa, H., Miyatani, M., Masuo, Y., Fukunaga, T. A comparison of three bioelectrical impedance analyses for 

predicting lean body mass in a population with large difference in muscularity. Eur. J. Appl. Physiol., 94, 25-35, 2005. 
Wakahara, T., Ushiyama, J., Kanehisa, H., Kawakami, Y., Fukunaga, T. Effects of passive ankle and knee joint motions on the length 

of fascicle and tendon of the medial gastrocnemius muscle. International Journal of Sports and Health Science, 3, 75-82, 2005. 
Kubo, K., Kanehisa, H., Fukunaga, T. Effects of cold and hot water immersion on the mechanical properties of human muscle and 

tendon in vivo. Clin. Biomech. 20, 291-300, 2005. 
Kanehisa, H., Funato, K., Abe, T., Fukunaga, T. Profiles of muscularity in junior Plympic weight lifters. J. Sports Med. Phys. Fitness, 

45, 77-83, 2005. 
Kubo, K., Kanehisa, H., Fukunaga, T. Comparison of elasticity of human tendon and aponeurosis in knee extensors and ankle 

plantar flexors in vivo. J. Appl. Biomech. 21, 129-142, 2005. 
Ushiyama, J., Masani, K., Kouzaki, M., Kanehisa, H., Fukunaga, T. Difference in aftereffects following prolonged Achilles tendon 

vibration on muscle activity during maximal voluntary contraction among plantar flexor synergists. J. Appl. Physiol., 98, 
1427-1433, 2005. 

加納　ふみ（Fumi Kano）
Kano, F., Kondo, H., Yamamoto, A., Kaneko, Y., Uchiyama, K., Hosokawa, N., Nagata, K., Murata, M. NSF/SNAPs and p97/p47/

VCIP135 are sequentially required for cell cycle-dependent reformation of the ER network. Genes Cells, 10, 989-999, 2005. 
Kano, F., Kondo, H., Yamamoto, A., Tanaka, A. R., Hosokawa, N., Nagata, K., Murata, M. The maintenance of the endoplasmic 

reticulum network is regulated by p47, a cofactor of p97, through phosphorylation by cdc2 kinase. Genes Cells, 10, 333-344, 
2005. 

村田 昌之, 木原 隆典, 加納 ふみ. リポソーム応用の新展開 人工細胞の開発に向けて 秋吉 一成/辻井 薫 監修 第 4節 生体膜研
究の新手法 2. セミインタクト細胞アッセイ. （株）エヌ・ティー・エス, 2005. 

山内 忍, 田中 亜路, 加納 ふみ, 村田 昌之. セミインタクト細胞を用いた細胞内イベントの可視化解析. 生物物理. 45, 153-156, 
2005. 



32

業績リスト
上村　慎治（Shinji Kamimura）
Nakajima, A., Morita, M., Takemura, A., Kamimura, S., Okuno, M. Increase in intracellular pH induces phosphorylation of 

axonemal proteins for activation of flagellar motility in starfish sperm. J. Exp. Biol., 208, 4411-4418, 2005. 

川島　尊之（Takayuki Kawashima）
Kawashima, T., Sato, T., Factors affecting the perception of multiple simultaneous voices. Japanese Journal of Psychonomic Science, 

24, 127-128, 2005. 

川戸　佳（Suguru Kawato）
Tsurugizawa, T., Mukai, H., Tanabe, N., Murakami, G., Hojo, Y., Kominami, S., Mitsuhashi, K., Komatsuzaki, Y., Morrison, J. H., 

Janssen, W. G., Kimoto, T., Kawato, S. Estrogen induces rapid decrease in dendritic thorns of CA3 pyramidal neurons in adult 
male rat hippocampus. Biochem. Biophys. Res. Commun., 337, 1345-1352, 2005. 

Komatsuzaki, Y., Murakami, G., Tsurugizawa, T., Mukai, H., Tanabe, N., Mitsuhashi, K., Kawata, M., Kimoto, T., Ooishi, Y., Kawato, 
S. Rapid spinogenesis of pyramidal neurons induced by activation of glucocorticoid receptors in adult male rat hippocampus. 
Biochem. Biophys. Res. Commun., 335, 1002-1007, 2005. 

Ogiue-Ikeda, M., Kawato, S., Ueno, S. Acquisition of ischemic tolerance by repetitive transcranial magnetic stimulation in the rat 
hippocampus. Brain Res., 1037, 7-11, 2005. 

Takata, N., Harada, T., Rose, J. A., Kawato, S. Spatiotemporal analysis of NO production upon NMDA and tetanic stimulation of the 
hippocampus. Hippocampus, 15（4）, 427-440, 2005. 

Shimizu, M., Nakano, Y., Yamasaki, T., Kimoto, T., Kawato, S., Tamura, H. Region- and Isoform-Specific Expression of 
Hydroxysteroid Sulfotransferase in Rat Brain. J. Health Sci., 50（6）, 689-692, 2004.  

木本　哲也（Tetsuya Kimoto）
Tsurugizawa, T., Mukai, H., Tanabe, N., Murakami, G., Hojo, Y., Kominami, S., Mitsuhashi, K., Komatsuzaki, Y., Morrison, J. H., 

Janssen, W. G., Kimoto, T., Kawato, S. Estrogen induces rapid decrease in dendritic thorns of CA3 pyramidal neurons in adult 
male rat hippocampus. Biochem. Biophys. Res. Commun., 337, 1345-1352, 2005. 

Komatsuzaki, Y., Murakami, G., Tsurugizawa, T., Mukai, H., Tanabe, N., Mitsuhashi, K., Kawata, M., Kimoto, T., Ooishi, Y., Kawato, 
S. Rapid spinogenesis of pyramidal neurons induced by activation of glucocorticoid receptors in adult male rat hippocampus. 
Biochem. Biophys. Res. Commun., 335, 1002-1007, 2005. 

Shimizu, M., Nakano, Y., Yamasaki, T., Kimoto, T., Kawato, S., Tamura, H. Region- and Isoform-Specific Expression of 
Hydroxysteroid Sulfotransferase in Rat Brain. J. Health Sci., 50（6）, 689-692, 2004.  

工藤　和俊（Kazutoshi kudo）
工藤 和俊, 大築 立志. 巧みな身体運動と脳活動. 西平 賀昭・大築 立志（編）運動と高次神経機能―運動の脳内機能を探検する

―. pp. 189-194. 杏林書院（東京）, 2005. 
工藤 和俊. 空間認知動作のトレーニング. 体育の科学. 55, 420-424, 2005. 

久保　啓太郎（Keitaro Kubo）
Kubo, K., Kanehisa, H., Fukunaga, T. Effects of viscoelastic properties of tendon structures on stretch-shortening cycle exercises in 

vivo. J. Sports Sci., 23, 851-860, 2005. 
Kubo, K., Kanehisa, H., Fukunaga, T. Comparison of elasticity of human tendon and aponeurosis in knee extensors and ankle 

plantar flexors in vivo. J. Appl. Biomech., 21, 129-142, 2005. 
Kubo, K., Kanehisa, H., Fukunaga, T. Effects of cold and hot water immersion on the mechanical properties of human muscle and 

tendon in vivo. Clin. Biomech., 20, 291-300, 2005. 
Kubo, K., Kanehisa, H., Fukunaga, T. Influences of repetitive drop-jump and isometric leg press exercices on the tendon properties 

in knee extensors. J. Strength Cond Res., 19, 864-870, 2005. 
Kubo, K. In vivo elastic properties of human tendon structures in lover limb. Int. J. Sports Health Sci., 3, 142-150, 2005. 

久保田　俊一郎（Shunichiro Kubota）
Yasuda, I., Yasuda, M., Sumida, H., Tsusaki, H., Arima, A., Ihara, T., Kubota, S., Asaoka, K., Tsuga, K., Y. Akagawa. In utero and 

lactational exposure to 2, 3, 7, 8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin affects tooth development in Rhesus monkeys. Reproductive 
Toxicology, 20, 21-30, 2005. 

Nemoto, T., Kubota, S., Ishida, H., Murata, N., Hashimoto, D. Ornithine decarboxylase, mitogen-activated protein kinase and matrix 
metalloproteinase-2 expressions in human colon tumors. World J. Gastroenterology, 11, 3065-3069, 2005. 

Takahashi, M., and Kubota, S. Exercise-related novel gene is involved in myoblast differentiation. Biomed. Res., 26, 79-85, 2005. 
久保田 俊一郎. ポリアミンとオルニチン脱炭酸酵素. 血液尿化学検査, 6, 744-747. 日本臨床（大阪）, 2005. 

栗栖　源嗣（Genji Kurisu）
Kurisu, G., Nishiyama, D., Kusunoki, M., Fujikawa, S., Katoh, M., Hanke, G. T., Hase, T., Teshima, K. A Structural Basis of 
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Equisetum arvense Ferredoxin Isoform II Producing an Alternative Electron Transfer with Ferredoxin-NADP＋ Reductase. J. 
Biol. Chem., 280, 2275-2281, 2005. 

Cramer, W. A., Yan, J. S., Zhang, H., Kurisu, G., Smith, J. L. Structure of the cytochrome b6 f complex: new prosthetic groups, 
Q-space, and the ‘hors d’oeuvres hypothesis’ for assembly of the complex. Photosynthesis Res., 85, 133-144, 2005. 

Okutani, S., Hanke, G. T., Satomi, Y., Takao, T., Kurisu, G., Suzuki, A., Hase, T. Three Maize Leaf Ferredoxin:NADPH 
Oxidoreductases Vary in Subchloroplast Location, Expression, and Interaction with Ferredoxin. Plant Physiol., 139, 1451-1459, 
2005. 

栗栖 源嗣. 光合成における電子伝達超分子系の役割. 蛋白質・核酸・酵素, 50, 1167-1173. 共立出版, 2005. 
栗栖 源嗣. Zakharov, S. D., Zhalnina, M. V., Cramer, W. A. レセプター膜蛋白質を介した蛋白質の膜透過機構. 蛋白質・核酸・酵
素. 50, 356-361. 共立出版, 2005. 

栗栖 源嗣. コリシンと大腸菌外膜レセプターの複合体結晶構造が示唆するタンパク質の膜透過機構. 生物物理, 45, 32-35. 生物物
理学会, 2005. 

黒田　玲子（Reiko Kuroda）
Nakamura, A., Sato, T., Kuroda, R. Formation of racemic crystals of transition metal complexes by grinding 1:1 mixture of 

enantiomeric crystals. Chem. Commun., 2858-2859, 2004. 
Kittaka, A., Hori, C., Tanaka, H., Miyasaka, T., Nakamura, K.,T., Kuroda, R., Sugiyama, T. Schiff Base Formation between 5–

formyl-2’-deoxyuridine and lysine ε-amino group at monomer and oligomer levels. Heterocycles, 64, 367-382, 2004. 
Telfer, S. G., Kuroda, R. The versatile, efficient, and stereoselective self-assembly of transition metal helicates using hydrogen-

bonds. Chem. Eur. J., 11, 57-68, 2005. 
Umemura, K., Okada, T., Kuroda, R. Cooperativity and intermediate structures of SSB assisted RecA-ssDNA complex formation 

studied by AFM. Scanning, 27, 35-43, 2005. 
Mamula, O., Lama, M., Telfer, S. G., Nakamura, A., Kuroda, R., Stoeckli-Evans, H., Scopelitti, R. A trinuclear Eu（III） core within a 

self-assembled enantiopure helix formed by carboxylate bipyridine ligands: a supramolecular version of helical N（di-imine）3 – 
complexes. Angew. Chem. Int. Ed., 44, 2527-2531, 2005. 

Imai, Y., Sato, T., Kuroda, R. Efficient optical resolution of secondary alkyl alcohols by chiral supramolecular hosts. Chem. 
Commun., 3289-3291, 2005. 

Harada, T., Sato, T., Kuroda, R. Intrinsic birefringence of a chiral sodium chlorate crystal: Is cubic crystal truly optically neutral? 
Chem. Phys. Lett., 413, 445-449, 2005. 

神崎　素樹（Motoki Kouzaki）
Kouzaki, M., Shinohara, M., Masani, K., Fukunaga, T. Force fluctuations are modulated by alternate muscle activity of knee 

extensor synergists during low-level sustained contraction. J. Appl. Physiol., 97, 2121-2131, 2004. 

小嶋　武次（Takeji Kojima）
Akutagawa, S. and Kojima, T. Trunk rotation torques through the hip joints during the one- and two-handed backhand tennis 

strokes. J. Sports Sci., 23, 781-793, 2005. 

小林　寛道（Kando Kobayashi）
小林 寛道. 子どもの体力向上の年齢段階. 子どもと発育発達, 2（5）, 276-280, 2005. 
小林 寛道. 子どもの体操と体さばき. 子どもと発育発達, 3（1）, 17-20, 2005. 
小林 寛道. 運動神経のトレーニング─QOMの向上を目指して─. 体育の科学, 55（6）, 428-433, 2005. 
小林 寛道. 子どもと高齢者の体力─体育論と体力論─. 体育の科学, 55（9）, 660-665, 2005. 
小林 寛道. 子どもの遊び・運動能力. 小児内科, 37（7）, 981-984, 2005. 
小林 寛道. 子どもの体力の現状と今後. 小児科臨床, 58（4）, 487-494, 2005. 
小林 寛道. 「特許取得:トレーニング装置」特許第 3673805号, 2005. 

昆　隆英（Takahide Kon）
Kon, T., Mogami, T., Ohkura, R., Nishiura, M., Sutoh, K. ATP hydrolysis cycle-dependent tail motions in cytoplasmic dynein. Nature 

Struct. Mol. Biol., 12, 513-519, 2005. 
Isogawa, Y., Kon, T., Inoue, T., Ohkura, R., Yamakawa, H., Ohara, O., Sutoh, K. The N-terminal domain of MYO18A has an ATP-

insensitive actin-binding site. Biochemistry, 44, 6190-6196, 2005. 

桜井　隆史（Takashi Sakurai）
Sakurai, T., Fujita, Y., Ohto, E., Oguro, A., Atomi, Y. The decrease of the cytoskeleton tubulin follows the decrease of the associating 

molecular chaperone alphaB-crystallin in unloaded soleus muscle atrophy without stretch. FASEB Journal, 19（9）, 1199-1201, 
2005. 
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笹川　昇（Noboru Sasagawa）
Sugiura M, Fuke S, Suo S, Sasagawa N, Van Tol HH, Ishiura S. Characterization of a novel D2-like dopamine receptor with a 

truncated splice variant and a D1-like dopamine receptor unique to invertebrates from Caenorhabditis elegans. J Neurochem., 
94, 1146-57, 2005.

Mitsuhashi H, Yoshikawa A, Sasagawa N, Hayashi Y, Ishiura S. Denervation enhances the expression of SHPS-1 in rat skeletal 
muscle. J Biochem （Tokyo）. 137, 495-502, 2005.

Oma Y, Kino Y, Sasagawa N, Ishiura S.  Comparative analysis of the cytotoxicity of homopolymeric amino acids. Biochim Biophys 
Acta., 1748, 174-9, 2005. 

Fuke S, Sasagawa N, Ishiura S. Identification and characterization of the Hesr1/Hey1 as a candidate trans-acting factor on gene 
expression through the 3’ non-coding polymorphic region of the human dopamine transporter （DAT1） gene. J Biochem 
（Tokyo）. 137, 205-16, 2005. 

笹川 昇, 石浦 章一. 筋強直性ジストロフィーの分子生物学的発症機構. 臨床検査, 49（10）, 2005.
笹川 昇, 石浦 章一. 筋強直性ジストロフィープロテインキナーゼ（DMPK）. 生体の科学, 56（10）, 2005. 

佐藤　直樹（Naoki Sato）
Terasawa, K., Sato, N. Visualization of plastid nucleoids in situ using the PEND-GFP fusion protein. Plant Cell Physiol., 46, 649-660, 

2005. 
Terasawa, K., Sato, N. Occurrence and characterization of PEND proteins in angiosperms. J. Plant Res., 118, 111-119, 2005. 
Kabeya, Y., Sato, N. Unique translation initiation at the second AUG codon determines mitochondrial localization of the phage-type 

RNA polymerases in the moss Physcomitrella patens. Plant Physiol., 138, 369-382, 2005. 
Ehira, S., Ohmori, M., Sato, N. Identification of low-temperature regulated ORFs in the cyanobacterium Anabaena sp. strain PCC 

7120: distinguishing the effects of low temperature from the effects of photosystem II excitation pressure. Plant Cell Physiol., 
46, 1237-1245, 2005. 

Ehira, S., Ohmori, M., Sato, N. Role of the 5’-UTR in accumulation of the rbpA1 transcript at low temperature in the cyanobacterium 
Anabaena variabilis M3. FEMS Microbiol Lett., 251, 91-98, 2005. 

佐藤 直樹. 色素体ゲノムの構造・複製と動的な核様体構造の可視化. 蛋白質核酸酵素増刊号 二層膜オルガネラの遺伝学（林 純
一, 杉山 康雄, 坂本 亘, 田中 寛, 正木 春彦 編）. 1838-1842. 共立出版（東京）. 

繁桝　算男（Kazuo Shigemasu）
繁桝 算男. 日本発の理論を考える. 理論心理学研究, 7（1）, 1-3, 2005. 
繁桝 算男, 日野 英一郎. 系列的意思決定における枠組み効果と早すぎる決定. 理論心理学研究, 7（1）, 36-39, 2005. 
渋井 進, 繁桝 算男. 表情の 2次元空間配置モデルの検討. 心理学研究, 76（2）, 113-121, 2005. 
光永 悠彦, 星野 崇宏, 繁桝 算男, 前川 眞一. 因子スコアや潜在変数得点を用いた構造方程式モデルの母数推定の偏りの解決. 行
動計量学, 32, 21-33, 2005. 

山形 伸二, 高橋 雄介, 繁桝 算男, 大野 裕, 木島 伸彦. 成人用エフォートフル・コントロール尺度日本語版の作成とその信頼
性・妥当性の検討. パーソナリティ研究, 14, 30-41, 2005. 

Kazuo Shigemasu（2005） Comment: Logic of Probability Conference Bulletin of Death and Life Sciences 2 “Philosophy of 
Uncertainty and Medical Decisions”（ed. Toshihiko Nishino）, 83-85, Kosei Shuppann, 2005. 

繁桝 算男. 意思決定における合理性と不合理性. 科学, 75（6）, 736-741, 2005. 
斉藤 聖子, 繁桝 算男. 環境リスクにおける公共的意思決定. アジア太平洋環境の新視点（松原 望, 丸山 真人 編）第 4章, 彩流社, 

2005. 

志波　智生（Tomoo Shiba）
Yamada, Y., Inoue, M., Shiba T., Kawasaki, M., Kato, R., Nakayama, K., Wakatsuki, S. Structure determination of GGA-GAE and γ1-

ear in complex with peptides: crystallization of low affinity complexes in membrane traffic. Acta Cryst., D61, 731-736, 2005. 
Kawasaki, M., Shiba, T., Shiba, Y., Yamaguchi, Y., Matsugaki, N., Igarashi, N., Suzuki, M., Kato, R., Kato, K., Nakayama, K., 

Wakatsuki, S. Molecular mechanism of ubiquitin recognition by GGA3 GAT domain. Genes to Cells, 10, 639-654, 2005. 
Akutsu, M., Kawasaki, M., Katoh, Y., Shiba, T., Yamaguchi, Y., Kato, R., Kato, K., Nakayama, K., Wakatsuki, S. Structural basis for 

recognition of ubiquitinated cargo by Tom1-GAT domain. FEBS letters, 579, 5385-5391, 2005. 
志波 智生, 角田 品子, 岡 昌吾, 石黒 正路, 川嵜 敏祐, 若槻 壮市, 加藤 龍一. HNK-1糖鎖の生合成に必須な糖転移酵素GlcAT-P
のユニークな糖鎖基質認識機構. 生化学, 77, 153-158, 2005. 

杉山　亨（Toru Sugiyama）
Kittaka, A., Horii, C., Tanaka, H., Miyasaka, T., Nakamura, K. T., Kuroda, R., Sugiyama, T. Schif f base formation between 

5-formyl-2’-deoxyuridine and lysine ε-amino group at monomer and oligomer levels. Heterocycles, 64, 367-382, 2004. 
Sugiyama, T., Imamura, Y., Hakamata, W., Kurihara, M., Kittaka, A. Cooperative strand invasion of double-stranded DNA by peptide 

nucleic acid. Nucl. Acids Symp, Ser., 49, 167-168, 2005. 
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須藤　和夫（Kazuo Sutoh）
Kon, T., Mogami, T., Ohkura, R., Nishiura, M, Sutoh, K. ATP-hydrolysis cycle-dependent stem motions in cytoplasmic dynein. 

Nature Structural and Molecular Biology, 12, 513-519, 2005. 
Isogawa, Y., Kon, T., Inoue, T., Ohkura, R., Yamakawa, H., Ohara, O., Sutoh., K. The N-terminal extension of MYO18A has a ATP-

insensitive actin-binding site. Biochemstry, 44, 6190-6196, 2005. 
Kon, T., Nishiura, M., Ohkura, R., Toyoshima, Y., Y. Sutoh, K. Distinct functions of nucleotide-binding/hydrolysis sites in the four 

AAA modules of cytoplasmic dynein, as revealed by biochemical characterizations of recombinant fragments. Biochemistry, 43, 
11266-11274, 2004. 

Nishiura, M., Kon, T., Shiroguchi, K., Ohkura, R., Shima, T., Toyoshima, Y. Y., Sutoh, K. A single-headed recombinant fragment of 
Dictyostelium cytoplasmic dynein can drive the robust sliding of microtubules. J. Biol. Chem. 279, 22799-22802. 2004 

陶山　明（Suyama Akira）
Yoshida, H., Yokomori, T., Suyama, A. A simple classifications of the volvocine algae by formal languages. Bulletin of Mathematical 

Biology, 67, 1339-1354, 2005. 
Nishida, N., Tanabe, T., Hashido, K., Hirayasu, K., Takasu, M., Suyama, A., Tokunaga, K. DigiTag assay for multiplex single 

nucleotide polymorphism typing with high success rate. Anal. Biochem. 346, 281-288, 2005. 
Ogura, Y., Kawakami, T., Sumiyama, F., Irie, S., Suyama, A., Tanida J. Methods for manipulating DNA molecules in a micrometer 

scale using optical techniques. Lect. Notes Comput. Sci., 3384, 258-267, 2005. 
Ogura, Y., Beppu, T., Takinoue, M., Suyama, A., Tanida, J. Control of DNA molecules on a microscopic bead using optical 

techniques for photonic DNA memory. Preliminary proceedings of DNA 11, A. Carbone, M. Daley, L. Kari, I. McQuillan and N. 
Pierce, Eds., pp. 78-88, 2005. 

Gotoh, O., Sakai, Y., Mawatari, Y., Gunji, W., Murakami, Y., Suyama A. Normalized molecular encoding method for quantitative 
gene expression profiling. Preliminary proceedings of DNA 11, A. Carbone, M. Daley, L. Kari, I. McQuillan and N. Pierce, 
Eds., 395, 2005. 

Kiga, D., Mochida, T., Takinoue, M., Suyama, A. Realization of RTRAC: Reverse transcription and Transcription-based Autonomous 
Computer. Preliminary proceedings of DNA 11, A. Carbone, M. Daley, L. Kari, I. McQuillan and N. Pierce, Eds., 397, 2005. 

Takinoue, M., Hatano, Y., Endoh, Y., Suyama, A. Amorphous DNA memory constructed with hairpin DNA immobilized on a soliud 
surface. Preliminary proceedings of DNA 11, A. Carbone, M. Daley, L. Kari, I. McQuillan and N. Pierce, Eds., 410, 2005. 

Tagawa, M., Kiga, D., Yoshinobu, T., Iwasaki, H., Suyama, A. Programmable step-by-step assembly of DNA nanostructures. 
Foundations of Nanoscience 2005 ― Self-Assembled Architectures and Devices. John H. Reif, Ed., Science Technica, 192, 2005. 

Rose, J. A., Suyama, A. Physical Modeling of Biomolecular Computers: Models, limitations, and experimental validation. Natural 
Computing, 3, 411-426, 2004. 

Rose, J. A., Deaton, R. J., Suyama, A. Statistical thermodynamic analysis and design of DNA-based Computers. Natural Computing, 
3, 443-459, 2004. 

陶山 明. 細胞の中で働くコンピュータ（前編）BIONICS, 7, 58-60, 2005. 
陶山 明. 細胞の中で働くコンピュータ（後編）BIONICS, 8, 54-56, 2005. 
陶山 明. DNAエンコード技術を用いた発現解析. 蛋白質核酸酵素, 50（16）, 2300, 2005. 

丹野　義彦（Yoshihiko Tanno）
Kobori, O., Tanno, Y. Self-oriented perfectionism and its relationship to positive and negative affect: The mediation of positive and 

negative perfectionism cognitions. Cognitive Therapy and Research, 29, 555-567, 2005. 
佐々木 淳, 丹野 義彦. 大学生における自我漏洩感を苦痛にする要因. 心理学研究, 76, 397-402, 2005. 
佐々木 淳, 丹野 義彦. 自我漏洩感の体験様式-強迫的侵入思考・抑うつ的自動思考との比較から. パーソナリティ研究, 13, 

275-277, 2005. 
山崎 修道, 荒川 裕美, 清野 絵, 古川 俊一, 笠井 清登, 加藤 進昌, 丹野 義彦. 慢性期の統合失調症患者における早急な結論判断

バイアス. 精神医学, 47, 359-364, 2005. 
佐々木 淳, 菅原 健介, 丹野 義彦. 羞恥感における逆U字的関係の成因に関する研究～対人不安の自己呈示モデルからのアプ

ローチ～. 心理学研究, 76, 445-452, 2005. 
Kobori, O., Yamagata, S., Kijima, N. The Relationship of Temperament to Multidimensional Perfectionism Traits. Personality and 

Individual Differences, 38, 203-211, 2005. 
Yamasaki, S., Arakawa, H., Tanno, Y., Furukawa, S. Preliminary analysis of the causal relationship between delusional ideations and 

stress coping skills. Proceedings of the International Symposium on Communicating Skills of Intention. 229-237, 2005. 
Kobori, O., Harada,S., Tanno, Y., Katsukura, R. A Case Study of a Schizophrenia patient with OCD and Development of the Total 

Viral Transference Questionnaire. Proceedings of the International Symposium on Communicating Skills of Intention, 239-246, 
2005. 

丹野 義彦. エビデンスにもとづく精神分析療法に向けて:精神分析批判. 臨床心理学, 5, 661, 2005. 
丹野 義彦. メンタルヘルス・リテラシーと「心のバリアフリー」. 精神障害とリハビリテーション, 9. 67, 2005. 
丹野 義彦. 基礎心理学と臨床心理学の対話はどのように可能か. 基礎心理学研究, 24, 47-54, 2005. 
丹野 義彦, 伊藤 絵美. 認知行動療法のスーパーヴィジョン. 藤原 勝紀 編 現代のエスプリ別冊 臨床心理スーパーヴィジョン, 
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pp. 88-95, 2005. 

丹野 義彦. 認知療法. 麻生 武, 浜田 寿美男 編. よくわかる臨床発達心理学. ミネルヴァ書房, pp. 158-159, 2005. 
丹野 義彦. 研究者として当然行なうべきこと. 日本パーソナリティ心理学会（安藤 寿康, 安藤 典明）編 事例に学ぶ心理学者のた
めの研究倫理. ナカニシヤ出版, pp. 77-79, 2005. 

丹野 義彦. 諸外国の現状：イギリス. 乾吉 佑, 氏原 寛, 亀口 憲治, 成田 善弘, 東山 紘久, 山中 康裕 編, 心理療法ハンドブック. 
創元社, pp. 196-197, 2005. 

丹野 義彦. 実証にもとづく臨床心理学─パニック障害のメカニズムと治療を例にとって. 内田 伸子 編, 心理学：こころの不思
議を解き明かす. 光生館, pp. 183-204, 2005. 

坂本 真士, 丹野 義彦, 大野 裕 編. 叢書・実証にもとづく臨床心理学 第 2巻 抑うつの臨床心理学. 東京大学出版会, 2005. 
丹野 義彦. 大学で心理学を学ぶ─心理学との出会い, 心理学の面白さ. 東京大学教養学部（編）16歳からの東大冒険講座［3］文学/

脳と心/数理. 培風館, pp. 106-126, 2005. 

友田　修司（Shuji Tomoda）
Yamamoto, T., Kaneno, D., Tomoda, S. The importance of lone pair electron delocalization in the cis-trans isomers of 1, 

2-dibromoethenes. Chem. Lett., 34, 1190-1191, 2005. 
Iwaoka, M., Tomoda, S. Physical- and bio-organic chemistry of nonbonded interactions. Phosphorus and Sulfur., 180, 755-766, 2005. 
Iwaoka, M., Katsuda, T., Komatsu, H., Tomoda, S. Experimental and theoretical studies on the nature of weak nonbonded 

interactions between divalent selenium and halogen atoms. J. Org. Chem., 70, 321-327, 2005. 
Iwaoka, M., Tomoda, S. Studies on the nonbonded interactions of divalent organic selenium. J. Synth. Org. Chem. Japan, 63, 

911-920, 2005. 

豊島　陽子（Yoko Yano Toyoshima）
Morii, H., Shimizu, T., Mizuno, N., Edamatsu, M., Ogawa, K., Shimizu, Y., Toyoshima, Y. Y. Removal of tightly bound ADP induces 

distinct structural changes of the two tryptophan-containing regions of the ncd motor domain. J Biochem., 138, 95-104, 2005. 
Toyo-oka, K., Sasaki, S., Yano, Y., Mori, D., Kobayashi, T., Toyoshima, Y. Y., Tokuoka, S. M., Ishii, S., Shimizu, T., Muramatsu, M., 

Hiraiwa, N., Yoshiki, A., Wynshaw-Boris, A., and Hirotsune, S. Recruitment of Katanin P60 by Phosphorylated NDEL1, a LIS1 
interacting protein, is Essential for Mitotic Cell Division and Neuronal Migration. Hum Mol Genet., 14, 3113-3128, 2005. 

馬渕 一誠, 池辺 光男, 伊藤 知彦, 豊島 陽子. 細胞骨格タンパク質. タンパク質科学イラストレイテッド（竹縄 忠臣 編集）. 
182-199. 羊土社（東京）, 2005. 

箸本　春樹（Haruki Hashimoto）
Hashimoto, H. The ultrastructural features and division of secondary plastids. J. Plant Res., 118, 163-172, 2005. 
箸本 春樹. 理科年表平成 18年. 国立天文台編, 丸善, 2005. 

長谷川　寿一（Toshikazu Hasegawa）
Kutsukake, N., Hasegawa, T. Dominance turnover between an alpha and a beta male and dynamics of social relationships in 

Japanese macaques. International Journal of Primatology, 26, 775-800, 2005. 
Fujisawa-Kutsukake, K., Kutsukake, N., & Hasegawa, T. Reconciliation pattern after aggression among Japanese preschool 

children. Aggressive Behavior., 31, 138-152, 2005. 
Senju, A., Hasegawa, T. Direct gaze captures visuospatial attention. Visual Cognition., 12, 127-144, 2005. 
坂口 菊恵, 長谷川 寿一. 唾液中testosteroneの液体クロマトグラフィー・タンデム型質量分析による測定―血中バイオアベイラ
ブルtestosteroneとの関連の検討―. 臨床病理, 53, 388-394, 2005. 

Senju, A., Hasegawa, T. & Tojo, Y. Does perceived direct gaze boost detection in adults and children with and without autism? The 
stare-in-the-crowd effect revisited. Visual Cognition, 12, 1474-1496, 2005. 

Senju, A., Tojo, Y., Yaguchi, K., Hasegawa, T. Deviant gaze processing in children with autism: An ERP study. Neuropsychologia, 43, 
1297-1306, 2005. 

Kobayashi, T., Hiraki, K., Hasegawa, T. auditory-visual intermodal matching of small numerosities in 6-month-old infants. 
Developmental Science, 8, 409-419, 2005. 

Soma, M., Hasegawa, T., Okanoya, K. The evolution of song learnimg: a review from a biological perspective. Congnitive Studies, 
12, 166-176, 2005. 

長谷川 寿一. 進化と心理学―心理学のインフラストラクチャーとしての進化理論. 下山春彦編著. 心理学論の新しいかたち, 
164-179, 誠信書房, 2005. 

長谷川 寿一. ＜人間＞と＜チンパンジー＞のあいだで. 小林 康夫, 山本 泰 編著, 教養のためのブックガイド, 13-30, 東京大学出
版会, 2005. 

長谷川 寿一. 動物行動研究と進化心理学における倫理問題. 安藤 寿康, 安藤 典明 編, 事例に学ぶ心理学者のための研究倫理, 
174-175, ナカニシヤ出版, 2005. 

長谷川 寿一. 視線理解研究の意義とこれから. 読む目・読まれる目（遠藤 利彦 編）, 203-208, 東京大学出版会, 2005. 
長谷川 寿一. ゾウオロジー事始め. UP（東京大学出版会）, 1, 8-14, 2005. 
長谷川 寿一. 進化心理学と考古学. 考古学研究, 51（4）, 122-123, 2005. 
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長谷川 寿一. 人間行動進化学からみた言語. 言語, 34（5）, 56-63, 2005. 

八田　秀雄（Hideo Hatta）
八田 秀雄. 高い持久力は何によって決まるのか. これからの健康とスポーツの科学, 第 2版（安部 孝, 琉子 友男 編）, 82-93, 講談
社, 2005. 

八田 秀雄. 乳酸は悪いものではなく良いもの大事なもの. Food Style 21, 9（10）, 24-27, 2005. 
八田 秀雄. 乳酸ばかりが疲労の原因ではない. BTCニュース, 59, 2-4, 2005. 

東口　顕士（Kenji Higashiguchi）
Higashiguchi, K., Matsuda, K., Tanifuji, N., Irie, M. Full-Color Photochromism of a Fused Dithienylethene Trimer, J. Am. Chem. 

Soc., 127, 8922-8923, 2005. 
Higashiguchi, K., Matsuda, K., Asano, Y., Murakami, A. Nakamura, S., Irie, M. Photochromism of Dithienylethenes Containing 

Fluorinated Thiophene Rings. Eur. J. Org. Chem., 91-97, 2005. 

深代　千之（Senshi Fukashiro）
Fukashiro, S., Yoshioka, S., Hay, D., Nagano, A. Simulation of muscle-tendon complex during dynamic human movements. Int. J. 

Sport & Health Sci., 3, 152-160, 2005. 
Fukashiro, S., Kurokawa, S., Hay, D., Nagano, A. Comparison of muscle-tendon interaction of human m. gastrocnemius between 

ankle- and drop- jumping. Int. J. Sport & Health Sci., 3, 253-263, 2005. 
Fukashiro, S., Besier, T, F., Barrett, R., Cochrane, J., Nagano, A., Lloyd, D, G. Direction control in standing horizontal and vertical 

jumps. Int. J. Sport & Health Sci., 3, 272-279, 2005. 
深代 千之, Dean Hay. ダイナミックな脚伸展運動における下肢関節トルクと筋張力配分. スポーツ医・科学, 17, 7-10, 2005. 
Wakayama, A., Nagano, A., Hay, D., Fukashiro, S. Effects of pretension on work and power output of the muscle-tendon complex in 

dynamic elbow flexion. Eur J Appl Physiol., 94（3）, 339-47, 2005. 
Wakayama, A., Shibayama, A., Takeshita, D., Hay, D., Sakurada, J., Fukashiro, S. Effects of Series Elastic Component on Force 

Velocity Curve and Peak Power in Concentric Elbow Flexion. Int. J. Sport & Health Sci., 3, 264-271, 2005.
Nagano, A., Komura, T., Yoshioka, S., Fukashiro, S. Contribution of non-extensor muscles of the leg to maximal-ef for t 

countermovement jumping. Biomed Eng Online. Sep., 6, 4（52）, 2005. 
Nagano, A., Komura, T., Fukashiro, S., Himeno, R. Force, work and power output of lower limb muscles during human maximal-

effort countermovement jumping. J Electromyogr Kinesiol., 15（4）, 367-76, 2005. 
Nagano, A., Yoshioka, S., Komura, T., Himeno, R., Fukashiro, S. A Three-Dimensional Linked Segment Model of the Human Whole 

Body. Int. J. Sport & Health Sci., 3, 311-325, 2005.
Hara, M., Shibayama, A., Takeshita, D., Fukashiro, S. The effect of arm swing on lower extremities in vertical jumping. J Biomech, 

14, 2005. 
Prokopow, P., Hay, D., Fukashiro, S., Himeno, R. Quantitative evaluation of the importance of coordination on jump achievements 

and kinematics in human vertical squat jump. Jpn. J. Biomech. Sports Exerc., 9（2）, 69-82, 2005. 
深代 千之（2005）. 動作の巧みさを科学する. これからの健康とスポーツの科学, 講談社, pp. 152-163. 
深代 千之. 股関節活性で足は速くなる. 突然, 足が速くなる, 2, 12-19, 2005. 
深代 千之. スポーツと科学. 学鐙, 102（3）, 10-13, 2005. 
深代 千之. 腱と運動. トレーニングジャーナル, 313, 26-28, 2005. 
深代 千之. 徒競争で 1等になる方法見つけた！ランナーズ, 12, 38-41, 2005. 
深代 千之. スポーツメカニズムにおけるSTOP&GO. FILT, 16, 18-19, 2005. 

藤原　誠（Makoto Fujiwara）
Hanaoka, M., Kanamaru, K., Fujiwara, M., Takahashi, H., Tanaka, K. Glutamyl-tRNA mediates a switch in RNA polymerase use 

during chloroplast biogenesis. EMBO Rep., 6, 545-550, 2005. 
Sato, N., Ishikawa, M., Fujiwara, M., Sonoike, K. Mass identification of chloroplast proteins of endosymbiont origin by phylogenetic 

profiling based on organism-optimized homologous protein groups. Genome Inform., 16, 56-68, 2005. 
Fujiwara, M. T., Sato, N. Plastid replication in Arabidopsis: Complexity of the molecular components for the control of division. Rec. 

Res. Dev. Plant Sci., 2, 219-248, 2004. 

星野　崇宏（Takahiro Hoshino）
 Hoshino, T. “A Latent Variable Model with non-ignorable missing data” Behaviormetrika, 32, 71-93, 2005. 
光永 悠彦, 星野 崇宏, 繁桝 算男, 前川 眞一. 因子スコアや潜在変数得点を用いた構造方程式モデルの母数推定の偏りの解決. 行
動計量学, 32（1）, 21-33, 2005. 

星野 崇宏, 岡田 謙介, 前田 忠彦. 構造方程式モデリングにおける適合度指標とモデル改善について：展望とシミュレーション
研究による新たな知見. 行動計量学, 32（2）, 209-235, 2005. 

星野 崇宏. 欠測群の周辺分布の母数に対する傾向スコアを用いた重み付きM推定量の提案と介入効果研究への応用. 行動計量学, 
32（2）, 121-132, 2005. 
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鈴木 敦命, 星野 崇宏, 河村 満. 高齢者における表情認識. 高次脳機能研究, 25（3）, 233-241, 2005. 

松田　良一（Ryoichi Matsuda）
Yamane, A., Akutsu, S., Diekwisch, T. G., Matsuda R. Satellite cells and utrophin are not directly correlated with the degree of 

skeletal muscle damages in mdx mice. Am. J. Physiol. Cell Physiol., 289, C42 - C48, 2005. 
松田 良一. カラーインクジェットプリンタを用いた成長因子アレイの作製. Bionics, 1, 72-73, 2004. 
山内 潤一郎, 松田 良一, H. L. スウィーニー . 遺伝子治療のアスレティックパーフォーマンスへの応用, そして悪用. Training 

Journal, 306, 82-86, 2005. 
山内 潤一郎, 松田 良一, H. L. スウィーニー . 遺伝子治療のアスレティックパーフォーマンスへの応用, そして悪用. Training 

Journal, 307, 66-71, 2005. 
松田 良一. 岐路に立つ日本の理数教育. 明石書店, 2005.

馬渕　一誠（Issei Mabuchi）
Kamasaki, T., Arai, R., Osumi, M., Mabuchi, I. Directionality of F-actin cables changes during the fission yeast cell cycle. Nature Cell 

Biol., 7, 916-917, 2005. 
Nakano, K., Arai, R., Mabuchi, I. Small GTPase Rho5 is a functional homolog of Rho1, which controls cell shape and septation in 

fission yeast. FEBS Letters, 579, 5181-5186, 2005. 
Yokota, E., Tominaga, M., Mabuchi, I., Tsuji, Y., Staiger, C. J., Oiwa, K., Shimmen, T. Plant villin, lily P-135-ABP, possesses G-actin 

binding activity and accelerates the polymerization and depolymerization of actin in a Ca2＋-sensitive manner. Plant Cell Physiol., 
46, 1690-1703, 2005. 

Mutoh, T., Nakano, K., Mabuchi, I. Rho1GEFs Rgf1 and Rgf2 are involved in formation of cell wall and septum, while Rgf3 is 
involved in cytokinesis in fission yeast. Genes to Cells., 10, 1189-1202, 2005. 

馬渕 一誠. 細胞生物学事典. （石川 統, 黒岩 常祥, 永田 和弘 編）. 2-5, 183-185, 朝倉書店（東京）, 2005. 
馬渕 一誠, 池辺 光男, 伊藤 知彦, 豊島 陽子. タンパク質機能 1. 細胞骨格タンパク質. タンパク質科学イラストレイテッド, （竹

縄 忠臣 編）. 182-199. 羊土社（東京）, 2005. 

水澤　直樹（Naoki Mizusawa）
Kimura, Y., Mizusawa, N., Ishii, A., Ono, T-. A. Changes in structural and functional properties of oxygen-evolving complex induced 

by replacement of glutamate of D1 189 with glutamine in photosystem II: Ligation of glutamate 189 carboxylate to the Mn 
cluster. J. Biol. Chem., 280, 37895-37900, 2005. 

Kimura, Y., Mizusawa, N., Yamanari, T., Ishii, A., Ono, T-. A. Structural changes of D1C-terminal α-carboxylate during S-state 
cycling in photosynthetic oxygen evolution. J. Biol. Chem., 280, 2078-2083, 2005. 

Mizusawa, N., Kimura, Y., Ishii, A., Yamanari, T., Nakazawa, S., Teramoto, H., Ono, T. -A. Functional and structural properties of 
oxygen-evolving complex in D1 C-terminal mutants. Photosynthesis: Fundamental Aspects to Global Perspectives （van der Est, 
A., Bruce, D. 編）. 352-354, Allen Press. Lawrence, Kansas, 2005. 

Mizusawa, N., Kimura, Y., Ishii, A., Yamanari, T., Ono, T. -A. Functional implications of the D1 C-terminal α-carboxylate in 
photosynthetic oxygen evolution as studied by FTIR. Photosynthesis: Fundamental Aspects to Global Perspectives （van der 
Est, A., Bruce, D. 編）. 376-378, Allen Press. Lawrence, Kansas, 2005. 

Feyziyev, Y., Mizusawa, N., Ishii, A., Ono, T. -A. Characterization of Ser-replacement mutants in the D1 protein Arg64, 323, and 334 
in cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803. Photosynthesis: Fundamental Aspects to Global Perspectives （van der Est, A., 
Bruce, D. 編）. 392-394, Allen Press. Lawrence, Kansas, 2005. 

道上　達男（Tatsuo Michiue）
Kobayashi, H., Michiue, T., Yukita, A., Danno H., Sakurai, K., Fukui, A., Kikuchi, A and Asashima, M. Novel Daple-like protein 

positively regulates both the Wnt/β-catenin pathway and the Wnt/JNK pathway in Xenopus. Mech Dev., 122, 1138-1153, 2005. 
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